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エ
ト
の
民
話

絵
と
文
　
高
橋
し
ん
じ

む
か
し
、
黒
沼
に
毒
竜
が
住

ん
で
い
た
。
黒
沼
は
直
径
百
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
は
九
十
メ
ー
ト

ル
の
擂
り
鉢
（
す
り
ば
ち
）
の

形
で
、
毒
竜
は
沼
底
か
ら
飛
び

出
し
て
は
、
毒
水
を
吐
き
散
ら

し
、
人
び
と
を
苦
し
め
た
。

あ
る
日
、
毒
竜
が
沼
底
で
ウ

ト
ウ
ト
し
て
い
る
と
、
一
人
の

僧
が
現
れ
て
、
沼
の
端
に
ド
カ

ッ
と
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
。
殺
気

を
感
じ
身
構
え
た
が
、
間
に
合

わ
な
か
っ
た
。

「
臨
（
り
ん
）
！
」
僧
が
呪
文

を
唱
え
た
途
端
、
水
面
が
十
メ

ー
ト
ル
も
下
が
っ
た
。
身
が
締

め
付
け
ら
れ
、
死
ぬ
ほ
ど
の
苦

し
さ
だ
。

「
兵
（
び
ょ
う
）
！
」
ま
た
十

メ
ー
ト
ル
下
が
っ
た
。

「
闘
（
と
う
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
者
（
し
ゃ
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
皆
（
か
い
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
陳
（
ち
ん
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
列
（
れ
つ
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
在
（
ざ
い
）
！
」

十
メ
ー
ト
ル
。

「
前
（
ぜ
ん
）
！
」
沼
の
す
べ

て
の
水
は
押
し
畳
ま
れ
、
押
し

畳
ま
れ
竜
の
腹
の
中
に
密
封
さ

れ
た
の
に
、
毒
竜
の
体
は
イ
ワ

ナ
の
干
物
ほ
ど
に
縮
み
干
か
ら

び
た
。
逃
げ
る
間
も
な
く
、
ね

じ
伏
せ
ら
れ
、
僧
の
懐
に
押
し

こ
め
ら
れ
た
。

僧
は
旅
に
出
た
。

時
が
流
れ
た
。

あ
る
年
、
恐
ろ
し

い
干
ば
つ
が
来
て
、

雨
が
一
滴
も
降
ら
ず

人
々
は
苦
し
ん
だ
。

「
竜
よ
、
天
に
昇
り

水
を
吐
き
雨
を
降
ら

せ
よ
」

「
私
の
水
は
毒
水
で

す
」

「
心
配
す
る
な
。
わ

し
の
法
力
で
、
清
水

に
変
化
（
へ
ん
げ
）

し
た
。
お
前
は
も
う

毒
竜
で
は
な
い
」

竜
は
喜
ん
で
天
に

昇
り
雨
を
降
ら
せ
て
、
人
々
を

救
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ま
た
旅
を
つ
づ

け
、
日
照
り
の
村
に
出
合
う
た

び
に
雨
を
降
ら
せ
た
。

僧
と
竜
は
、
何
百
年
も
生
き

て
、
人
々
を
救
い
つ
づ
け
た
と

い
う
。

保
険
医
協
会
関
連
企
業
・
団
体
の
皆
様
へ

日
ご
ろ
当
協
会
・
会
員
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
県
内
企
業
・
団
体
七
十
八
社
の
皆
様
に
本
紙
を
ご

購
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
県
内
の
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
有
意
義
な
情
報
が
得
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。

本
号
は
未
購
読
の
各
社
に
も
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
年
間
（
毎
月
一
回
発
行
）
通
し

て
ご
購
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

（
年
間
購
読
料
／
五
千
円
）

未入会の先生へ 

保険医協会は 
国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 

本号は保険医協会未入会の先生方にも 

お届けしました。 

この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

入会の方法は 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 
　お電話または同封の入会申込
ハガキに必要事項を記入のうえ、
ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 
・開業医　4,500円 
・勤務医　3,800円 
※３カ月ごとに銀行口座から引
き落としさせて頂きます。 

◎入会金　な　し 
◎連絡先 
〒920-0902 
金沢市尾張町１丁目９番11号 
（尾張町レジデンス２Ｆ） 
石川県保険医協会 
電話(076)２２２－５３７３ 

本
紙
を
ぜ
ひ
、

ご
購
読
下
さ
い
。

多様化する協会活動
―――会員諸氏には一層のご協力を―――
2000年４月からの介護保険は、道無き道、ジャングルへの突入である。わが国の保

健・医療・福祉の根幹を変えようとしながら、国民からの批判があるとはいえ、目前に
なっても、政府は入り口を探しあぐねて保険料などで迷走を繰り返す始末である。それ
にしても、ここ30年来の医療・福祉を取り巻く環境の変わり様には驚くほかない。
1999年11月下旬に富山で開かれた保団連北信越ブロック会議で、初日のメインテー

マに「今日における保険医協会の在り方と保団連の役割」が取り上げられた。今なぜ、
このテーマなのか。宇佐美保団連副会長の基調講演や富山協会からの問題提起、川渕日
医総研主席研究員の講演。その後の討論を待つまでもなく、古くて新しいこのテーマ設
定は、21世紀にかけての協会活動方針を確かめるために十分的を射たものであった。
協会発足時は、レセプトの返戻、査定、保険指導・監査など、保険医個々に降りかか

る問題処理が協会活動の主流を占めていた。社会環境の流れに関係なく、閉鎖社会の中
で医療は遂行できたし、経営は成り立っていたのである。
しかし、時を経て、医療費高騰、福祉亡国論が政府・厚生省によって喧伝され、福

祉・医療費抑制の波が押し寄せ、同時に、保険料値上げ、医療費自己負担増などが画策
され、社会保障制度の大幅後退をみることになり、国民の健康は悪化しつつある。
一方、不況、大量リストラなどの社会情勢悪化は、医療・福祉の世界を巻き込み、日常の保険診療はもとより、基

礎医学までもが社会環境と無縁ではあり得なくなってきた。
社会保障制度の確立なくして、保険医の生きる道はない。
介護保険制度は老人介護だけに留まらず、保健、医療、福祉の根本的構造改革、果ては地域の経済にも深く関与す

るだけに、われわれにとっても、今後の最重要課題である。
社会保障制度は、多職種の医療・福祉関係者、地域の人々との密接な連携がなければ推進できないことを改めて心

すべきであろう。
保険医協会の役割は、ますます多様化し大きくなる。役員、事務局一体となった活動をさらに発展させるには、会

員諸氏一層のご協力をお願いしたい。

本年もどうぞよろしくお願いします

会長　高松　弘明
（金沢市・内科）

頭 
所感 
年 
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介護保険改善、高齢者の負担増反対を求めて

東京に400人が結集
保険医決起集会

副会長　安藤　良一（金沢市・内科）

新宿・有楽町で街頭宣伝も

石川
から
2人参

加

十
一
月
二
十
八
日
早
朝
、
荒

れ
模
様
の
金
沢
を
出
発
し
、
午

前
十
時
過
ぎ
、
小
春
日
和
の
東

京
新
宿
農
協
会
館
に
到
着
。
す

ぐ
に
今
年
度
第
二
回
目
の
地
域

医
療
部
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
午
前
中
、
医
科
・

歯
科
合
同
部
会
と
し
て
、
一
九

九
八
年
二
月
か
ら
今
ま
で
の
活

動
の
ま
と
め
、
今
後
二
年
間
の

活
動
計
画
な
ど
の
提
案
を
審
議

し
、午
後
は
医
科
部
会
と
し
て
、

医
科
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
討

議
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
午

前
の
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
問

題
」
と
午
後
の
「
結
核
対
策
」

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

こ
と
し
十
月
に
行
わ
れ
た
全

国
地
域
医
療
交
流
集
会
で
提
起

さ
れ
た
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の

問
題
へ
の
今
後
の
対
応
で
あ

る
。
議
論
の
要
点
と
し
て
、
精

神
科
医(

特
に
児
童
精
神
科
医)

と
の
提
携
、
診
療
報
酬
上
の
通

院
精
神
療
法
の
算
定
制
限
の
緩

和
、
標
準
型
精
神
分
析
療
法
の

算
定
制
限
の
緩
和
、
精
神
科
専

門
医
に
対
し
て
学
校
職
員
が
相

談
し
た
と
き
の
相
談
料
新
設
の

要
望
な
ど
が
意
見
と
し
て
出
さ

れ
た
。

一
方
、
一
般
開
業
医
が
た
ま

に
検
診
な
ど
で
学
校
へ
行
っ
て

も
、
「
お
客
さ
ん
」
扱
い
で
、

ま
と
も
に
こ
の
よ
う
な
問
題
を

学
校
側
か
ら
受
け
る
雰
囲
気
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
発
言

も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
三

木
部
長
よ
り
、
開
業
医(

校
医)

は
年
に
数
回
、
各
学
校
で
開
催

さ
れ
る
学
校
保
健
委
員
会
に
普

段
か
ら
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

し
て
、
学
校
と
ま
ず
交
流
を
深

め
よ
う
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
問
題
は
、

今
後
も
保
団
連
と
し
て
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

こ
の
ほ
か
医
科
・
歯
科
一
体

の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
保
団
連
が
作
成

し
た
口
腔
調
査
票
の
活
用
に
つ

い
て
討
論
。
二
〇
〇
〇
年
度
の

保
団
連
医
療
研
究
集
会
、
医
療

費
助
成
運
動
の
全
国
各
地
か
ら

の
報
告
な
ど
も
討
議
し
た
。

午
後
の
結
核
対
策
で
あ
る

が
、
部
会
と
し
て
討
議
す
る
の

が
今
回
初
め
て
で
あ
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
結
核
を
め
ぐ
る
当

面
の
現
状
認
識
と
問
題
点
の
把

握
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
愛
知

協
会
の
徳
田
部
員
よ
り
愛
知
県

で
の
現
状
に
基
づ
き
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。
現
状
と
問
題
を

ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
。

①
ほ
ぼ
全
国
的
な
傾
向
で
、
三

年
前
か
ら
結
核
の
罹
患
率
が
上

昇
し
て
き
た
こ
と
。
全
国
統
計

で
は
、
特
に
大
阪
府(

大
阪
市)

、

兵
庫
県(

神
戸
市)

に
目
立
っ
て

罹
患
率
が
多
い
こ
と
。

②
医
療
機
関
か
ら
の
結
核
死
の

無
届
け
、
診
断
治
療
の
無
届
け

が
多
い
こ
と
。

③
保
健
所
の
再
編
・
削
減
や
、

結
核
審
査
協
議
会
の
弱
体
化
が

結
核
増
加
の
一
因
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
。

④
結
核
予
防
法
が
他
法
優
先
と

な
り
、
適
応
し
に
く
く
な
っ
た

こ
と
。

⑤
結
核
病
棟
が
次
々
閉
鎖
さ

れ
、
入
院
先
確
保
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
こ
と
。

⑥
診
断
と
治
療
で
は
、
結
核
で

は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
よ

り
、検
痰
そ
れ
も
塗
沫
検
索
が
有

用
な
こ
と
。
治
療
は
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

(D
irecto

ry,O
b
serva

tio
n
,

T
h
e
ra
p
y
,S
h
o
rt

co
u
rse

)

の
原
則
を
守
る
こ
と
。

以
上
に
つ
い
て
要
領
よ
く
解

説
さ
れ
た
。
ま
た
予
防
投
与
の

保
険
適
用
、
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の

臨
床
的
意
義
、
院
内
集
団
感
染

対
策
等
々
、
結
核
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
と
い
っ
た
感
じ

で
、
認
識
の
薄
い
者
に
と
っ
て

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

午
後
は
、
が
ん
検
診
対
策
、

介
護
保
険
関
連
問
題
、
医
療
連

携
の
強
化
問
題
、
愛
知
協
会
で

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
活
動
報
告
な
ど
、
当
面
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
論
し

た
。

来
春
に
向
け
て
政
府
・
厚
生

省
は
、
患
者
負
担
増
、
医
療
費

抑
制
、
医
療
機
関
再
編
な
ど
、

国
民
の
い
の
ち
と
生
活
保
障
に

関
わ
る
抜
本
改
悪
を
計
画
し
て

お
り
、
介
護
保
険
制
度
で
も
多

く
の
欠
陥
が
噴
出
し
つ
つ
あ

る
。
こ
の
時
期
、
わ
れ
わ
れ
保

団
連
と
各
県
保
険
医
協
会
に
属

す
る
医
療
従
事
者
は
、
必
要
で

安
全
な
医
療
を
確
保
で
き
る
改

定
を
求
め
て
、
十
二
月
五
日
に

東
京
に
お
い
て
全
国
保
険
医
決

起
集
会
を
開
催
し
た
。
杉
野
事

務
局
員
と
と
も
に
参
加
し
た
の

で
、
概
要
を
報
告
す
る
。

午
前
十
一
時
か
ら
、
新
宿
駅

新
南
口
と
有
楽
町
駅
マ
リ
オ
ン

前
の
二
手
に
分
か
れ
て
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
百
二
十
人
の
医

師
・
歯
科
医
師
と
事
務
局
員
が

宣
伝
カ
ー
に
よ
る
街
頭
宣
伝

と
、
国
民
・
患
者
署
名
の
お
願

い
と
パ
ン
フ
配
布
を
行
っ
た
。

一
時
間
の
間
に
歩
行
者
か
ら
の

署
名
は
約
五
百
筆
に
及
ん
だ
。

午
後
一
時
半
か
ら
は
、
錦
糸

町
三
井
生
命
ホ
ー
ル
に
約
四
百

人
余
り
が
出
席
し
て
、
決
起
集

会
が
開
か
れ
た
。

浅
井
保
団
連
副
会
長
の
基
調

報
告
が
あ
り
、
集
会
の
目
的
、

国
民
生
活
と
受
診
の
状
況
、
医

療
政
策
・
介
護
保
険
の
問
題
点

と
改
善
要
求
、
来
春
に
向
け
て

の
保
団
連
・
協
会
の
運
動
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
小
池

晃
氏
（
参
議
院
議
員
）、
高
柳

新
氏
（
中
央
社
会
保
障
推
進
協

議
会
代
表
委
員
）、
川
壁
正
氏

（
保
険
で
良
い
入
れ
歯
を
全
国

連
絡
会
世
話
人
）、
須
崎
き
よ

氏
（
全
国
老
後
保
障
地
域
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局
次
長
）
の

四
人
よ
り
大
変
力
強
い
賛
同
と

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
午
前
中
の
街
頭
宣
伝

の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
努
力
が

ね
ぎ
ら
わ
れ
た
後
、
全
国
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
六
人
に
よ
る
決
起

表
明
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
活
動
状
況
の
報
告
を
交
え
て

行
わ
れ
、
参
加
者
の
拍
手
を
浴

び
た
。

最
後
に
、
川
崎
副
会
長
か
ら

本
集
会
決
議
案
の
提
案
が
あ

り
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

以
下
に
そ
の
要
求
項
目
の
み
を

書
く
の
で
、
集
会
の
詳
細
に
つ

い
て
は
『
全
国
保
険
医
新
聞
』

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
定
率
一
割
な
ど
高
齢
者
の
医

療
費
負
担
の
引
き
上
げ
を
や

め
、
薬
剤
上
乗
せ
負
担
を
廃
止

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
負
担
を

一
割
に
戻
す
な
ど
、
患
者
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
へ
の
国
庫
負
担
を

増
や
し
て
、
保
険
料
や
利
用
料

を
減
免
す
る
こ
と
。
特
養
、
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
を
早
急
に
行
う
こ

と
。

③
保
険
で
良
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
医
療
従
事
者
の
技
術
と
労

働
を
正
当
に
評
価
し
た
診
療
報

酬
に
改
善
す
る
こ
と
。

新宿駅新南口前で車上から街頭宣伝する安藤良一副会長

囲 

解 
答 

碁 
（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

１の切り込みが好手でコウに 
なります。 

1
3
4

2

家族で挑戦　エ！しりとり　解答図 
スタート 

ハゴイタ タコ コタツ ツボ 

ボウシ 

シカ カメ 

メガネ ネコ コマ 

マス スウジ ジャンプ 
プードル 

ルーレット 

トランプ プロペラ ラクダ 

ダイブツ 

ツクエ 

エントツ ツルハシ 
シシマイ 

ゴール 
（問題は15面） 

第
二
回
保
団
連
地
域
医
療
部
会
▼
報
告
▲

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
問
題
に
も

理
事
　
喜
多
　
徹
（
野
々
市
町
・
内
科
）

①右の飛行機②右うしろのアンテナ③右手前の建物
④中うしろの建物の屋根⑤犬の耳⑥左の飛行機
⑦左下パイロットのヘルメット （問題は15面）

7つのまちがい
さがし（答え）

錦
糸
町
三
井
生
命
ホ
ー
ル

（
十
二
月
五
日
）

四
百
人
の
医
師
ら
が
参
加
し
た

決
起
集
会
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十
一
月
二
十
七
・
二
十
八
日

の
両
日
、
富
山
県
で
第
三
十
五

回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開

か
れ
た
。
私
が
出
席
し
た
医
科

分
科
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

午
前
の
二
時
間
半
は
教
育
講

演
で
百
人
以
上
が
聴
講
す
る
盛

会
で
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
医

療
抜
本
改
革
の
動
向
と
医
療
機

関
に
求
め
ら
れ
る
対
応
」
〜
現

行
医
療
制
度
の
長
所
と
問
題
点

を
ふ
ま
え
、
二
十
一
世
紀
医
療

の
展
望
を
語
る
〜
で
あ
り
、
講

師
は
地
元
富
山
県
出
身
で
若
手

な
が
ら
こ
の
分
野
で
有
名
な
日

医
総
研
主
席
研
究
員
の
川
渕
孝

一
氏
な
の
で
、
大
い
に
期
待
し

た
し
、
そ
の
期
待
を
裏
切
ら
な

い
内
容
で
あ
っ
た
。
三
十
八
枚

の
字
幕
ス
ラ
イ
ド
と
同
時
進
行

す
る
話
を
メ
モ
す
る
の
が
大
変

で
あ
っ
た
が
、
日
医
総
研
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
由
。
以
下
に
概
要
を
述
べ

る
の
で
推
察
し
て
ほ
し
い
。

（一）
医
療
改
革
迷
走
の
理
由
…
…

利
害
関
係
の
多
さ
、
自
信
喪
失

と
視
点
・
哲
学
の
欠
如
、
弱
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

（二）
市
場
原
理
主
義
は
国
民
を
幸

福
に
す
る
か
・
・
・
一
九
九
〇

年
代
は
ア
メ
リ
カ
金
融
工
学
時

代
、
一
定
ル
ー
ル
の
中
で
求
め

る
べ
き
医
療
界
競
争
、
ス
ピ
ー

ド
・
一
人
勝
ち
対
い
や
し
・
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
。

（三）
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
長

所
と
短
所
と
特
徴
・
・
・
長
所

は
皆
保
険
、フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
、

自
由
開
業
制
、
出
来
高
払
い
。

短
所
は
情
報
共
有
不
足
、
情
報

公
開
不
足
、機
能
分
担
未
整
備
、

診
療
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
欠
如
。
特

徴
は
公
的
保
険
中
心
、
民
間
病

院
が
七
割
、
全
国
一
律
の
診
療

報
酬
、
医
薬
分
業
率
の
低
さ
、

薬
価
差
益
。

（四）
医
療
の
効
率
性
と
公
正
性

（
分
配
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
如
何

に
と
る
べ
き
か
・
・
・
不
平
等

社
会
に
お
い
て
、
応
能
か
応
益

か
、
貧
困
と
病
弱
の
相
関
。

（五）
医
療
福
祉
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
を
ど
の
水
準
に
設
定
す

る
の
か
・
・
・
国
民
負
担
率
と

給
付
率
。

（六）
適
正
医
療
の
定
義
は
・
・
・

一
人
当
た
り
医
療
費
、
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
お
よ
び
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
重
症
度
に
よ
る
標
準
コ

ス
ト
と
成
果
コ
ス
ト
、
給
付
範

囲
と
優
先
順
位
。

以
上
の
解
説
と
問
題
提
起
に

次
い
で
「
私
案
」
を
示
し
た
。

医
療
制
度
改
革
で
は
、
少
子
高

齢
化
で
の
政
策
と
し
て
、
こ
ど

も
夢
国
債
、
不
妊
治
療
支
援
、

子
育
て
と
老
人
介
護
の
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、介
護
徴
兵
制
、

健
康
投
資
策
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
保
険
・
医

療
・
福
祉
の
複
合
体
、
短
期
と

長
期
ベ
ッ
ド
の
峻
別
、
保
険
医

の
定
数
と
適
正
テ
ス
ト
、
医
療

需
要
の
見
直
し
、
診
療
報
酬
改

革
な
ど
を
挙
げ
る
。
各
論
と
し

て
挙
げ
る
、
カ
ル
テ
開
示
、
患

者
権
利
、
自
己
決
定
権
等
の
問

題
や
定
額
制
、疾
病
群
分
類
制
、

薬
価
基
準
廃
止
、
診
療
報
酬
構

成
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
は

講
師
自
身
も
解
決
策
が
難
し
く

予
想
の
つ
か
な
い
項
目
が
多
い

と
話
し
た
。

講
演
終
了
後
の
フ
ロ
ア
発
言

は
当
然
な
が
ら
賑
や
か
で
、
保

険
者
に
対
す
る
見
解
、
医
薬
分

業
と
薬
価
差
益
、負
担
と
給
付
、

介
護
保
険
な
ど
へ
の
意
見
と
反

論
も
あ
っ
た
。

最
後
に
講
師
が
、
医
療
費
予

算
増
要
求
運
動
で
は
従
来
の
対

厚
生
省
の
み
で
は
駄
目
で
、
関

連
各
省
に
幅
広
く
ア
タ
ッ
ク
す

る
の
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
締
め

く
く
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。午

後
の
分
科
会
は
各
協
会
か

ら
十
九
人
が
参
加
し
た
。
討
論

テ
ー
マ
別
に
石
川
協
会
発
言
を

略
記
す
る
に
と
ど
め
、
他
協
会

か
ら
の
貴
重
な

資
料
な
ど
を
ご

覧
に
な
り
た
い

方
は
、
事
務
局

に
ご
請
求
を
。

（一）
健
保
本
人
二

割
と
高
齢
者
負

担
増
に
よ
る
受

診
抑
制
の
影
響

と
対
策
・
・
・

受
診
抑
制
、
治

療
中
断
、
早
期

退
院
、
資
格
喪
失
が
増
加
し
て

お
り
、
今
や
開
業
医
は
医
療
専

念
の
時
代
で
は
な
い
（
高
松
）

（二）
医
療
抜
本
改
革
へ
の
対
応
＝

国
民
・
患
者
へ
の
運
動
は
重
視

し
て
お
り
、
署
名
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

（
高
松
）、
政
党
の
講
演
会
で
の

発
言
も
有
効
で
は
な
い
か
（
安

藤
）

（三）
介
護
保
険
制
度
へ
の
対

応
・
・
・
意
見
書
作
成
、
情
報

速
報
に
関
す
る
当
協
会
の
取
り

組
み
（
神
田
）

（四）
審
査
・
指
導
・
診
療
報
酬
改

善
の
取
り
組
み
・
・
・
審
査
通

信
事
例
と
指
導
事
例
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
活
動
（
西
田
）

第
三
十
五
回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
▼
報
告
▲

副
会
長
　
安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
）

医科分科会には北信越の19人の役員・事務局員が出席

歯科分科会でも活発な討論が行われた

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

目
の
痛
み
は
、
異
物
感
や

流
涙
を
伴
う
表
面
的
な
痛
み

と
、
目
の
疲
労
感
や
頭
痛
、

嘔
吐
な
ど
を
伴
う
眼
球
深
部

の
痛
み
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

表
面
的
な
痛
み
の
多
く
は
角

膜
上
皮
障
害
が
原
因
で
す
。

角
膜
は
極
め
て
密
な
神
経
分

布
を
持
っ
て
お
り
、
体
の
中

で
一
番
敏
感
な
所
で
す
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
で
も

か
な
り
ひ
ど
い
痛
み
を
感
じ

ま
す
。
角
膜
上
皮
障
害
の
原

因
に
は
、
異
物
、
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
（
Ｃ
Ｌ
）、
溶
接
、

紫
外
線
な
ど
の
外
傷
や
角
膜

潰
瘍
、
角
膜
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど

の
感
染
症
、
ま
た
涙
液
分
泌

が
低
下
す
る
ド
ラ
イ
ア
イ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
角
膜
上
皮

は
再
生
可
能
な
組
織
な
の
で

障
害
の
原
因
を
取
り
除
き
、

抗
生
物
質
な
ど
の
点
眼
で
上

皮
障
害
は
治
り
ま
す
が
、
原

因
不
明
の
場
合
は
細
隙
燈
顕

微
鏡
な
ど
の
眼
科
的
検
査
が

不
可
欠
で
、
目
が
痛
い
か
ら

●
　
●
　
●
　
●
　

日
常
診
療
に
お
け
る
あ
ん
な
こ
と
・
こ
ん
な
こ
と
●
　
●
　
●
　
●

と
い
っ
て
表
面
麻
酔
薬
を
頻

回
に
点
眼
す
る
の
は
治
癒
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼

薬
は
ヘ
ル
ペ
ス
や
真
菌
な
ど

の
角
膜
炎
で
は
禁
忌
と
な
る

の
で
、
慎
重
に
処
方
し
て
下

さ
い
。

眼
球
深
部
の
痛
み
で
、
結

膜
充
血
、
霧
視
、
頭
痛
、
嘔

吐
を
伴
え
ば
、
急
性
緑
内
障

発
作
の
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
見
え
方
が
普
段
と
変
わ

り
な
け
れ
ば
眼
精
疲
労
の
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
眼
精

疲
労
の
原
因
に
遠
視
や
老
眼

な
の
に
眼
鏡
を
か
け
て
い
な

か
っ
た
り
、
近
視
で
過
矯
正

の
眼
鏡
、
Ｃ
Ｌ
を
使
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
、
適
切
な
眼

鏡
や
Ｃ
Ｌ
の
使
用
が
第
一
の

治
療
と
な
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
と

呼
ば
れ
る
眼
精
疲
労
や
ド
ラ

イ
ア
イ
に
よ
る
目
の
痛
み
が

増
加
し
て
お
り
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作

業
時
の
環
境
や
姿
勢
を
正
し

く
し
、
適
度
に
休
息
を
と
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

目の痛みに
ついて
牛村　繁（金沢市・眼科）

（その32）

このコーナーへの原稿を募集しています。

―詳しくは事務局まで―
TEL 076（222）5373

呆け老人をかかえる石川家族の会呆け老人をかかえる石川家族の会
電話相談のご案内

金沢市社会福祉協議会

痴呆に関する介護相談
TEL 076－231－3571
□◆金沢市松ヶ枝福祉館 1階 相談室Ｂ
□◆毎月曜日 13：00～17：00
□◆当会世話人がゆっくりと。秘密厳守

呆け老人をかかえる石川家族の会
（社団法人呆け老人をかかえる家族の会石川県支部）

〒920－0942 金沢市小立野4－5－11 世話人代表 小坂直信
Tel（076）261－3399・Fax（076）260－7433

E-mail：skat＠po3.nsknet.or.jp

医
療
抜
本
改
革

を
中
心
に

策
対
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高齢者への定率１割負担導入反対等の要請書
「わたしの一言」欄に寄せられた意見

保険医協会が昨年11月に会員に呼びかけた要請書（ハガキ）運動には、医科会員140人、歯科会員33人の協力がありました。寄せられた要請書は12月16日、保団連国会
要請行動の際に丹羽雄哉厚生大臣、衆参両院議長、金平輝子医療保険福祉審議会会長、工藤敦中央社会医療協議会会長、坪井栄孝日本医師会会長中原爽日本歯科医師
会会長に全国各地の協会とともにそれぞれ提出しました。ご協力いただき、ありがとうございました。要請書の「私の一言」欄に寄せられた会員の意見を紹介します。

●高額医療機器を駆使する高点数検査は別にしても、基本的な技術を優遇した診
療報酬の改定を希望する。（金沢市　耳鼻咽喉科）

●社会保障の充実を求めます。（金沢市　内科）
●国民の健康は予想以上に悪化しています。（金沢市　内科）
●高齢患者さんのこれ以上の負担増には絶対反対します。（七尾市　小児科）
●高齢者にとって、消費税の引き上げや医療費の負担、低金利時代などの影響に
よって、生活が大変な状況になっています。これ以上の医療費の負担引き上げ
は、高齢者に死ねといわんばかりの攻撃です。定率１割負担増は絶対反対です。
（金沢市　外科）
●高齢者への定率１割負担導入、定額負担の拡大など、これ以上の引き上げをと
めて下さい。（金沢市　内科）

●僻地の医療はますます困難になってきました。（輪島市　内科）
●医療問題に理解のある大臣として就任を喜んだ一人ですが、「ぬか喜び」でな
く形のある実績を示して下さい。（中島町　内科）

●国民の健康を守る医療にはそれ相当の税金を投入するのは当然です。（金沢市
内科）

●わずか３～４万円の年金しかあたらない貧困な福祉に加えて、広く厚くお金を
しぼり上げないで下さい。（金沢市　外科）

●患者の負担も医療機関の事務量もふえる一方です。（小松市　耳鼻咽喉科）
●薬価差不要、技術料の引き上げを！（金沢市　小児科）

●介護保険の一時延期を要求します。（金沢市　内科）
●医療と福祉を明確に区別し、医療は医療費から、福祉は福祉費から捻出すべき
で、消費税の２％は福祉費に廻して欲しい。（小松市　外科）

●誰でも平等に受けられる日本型の医療制度が崩壊する！（野々市町　外科）
●生命に直接かかわりのない病気に対しては高齢者、健保本人の受診抑制がしば
しば見受けられます。我慢して受診を控えることのないように、医療費負担の
軽減を諮って下さい。（金沢市　耳鼻咽喉科）

●高齢者は自由になるお金が少ないので定額にして欲しい。たとえ3,000円でも
よい。（金沢市　内科）

●国民の生命、生活を守る医療、介護に関する議論は安易に強行採決することな
く充分な討論を行って下さい。（金沢市　内科）

●医療機関（診療所、私的中小病院）の経営は経済的、人的に大変です。患者の
受診抑制をなくし、又、経営安定のためにも高齢者、健保本人の患者負担を軽
減し、また高額医療機器優先、基本技術料を軽んじるような制度の改善を望み
ます。（金沢市　耳鼻咽喉科）

●高齢者の医療負担の軽減を促進して下さい。高齢者の薬剤料負担がなくなった
ことは何よりです。（金沢市　耳鼻咽喉科）

●97年９月からは患者さんも医療従事者も気持ちの上で、何か悪い方へと変わっ
てきたように見えます。真の医療を経済ぬきで考えたい。（加賀市　外科）

当
時
、
私
は
韓
国
語
を
始

め
て
三
年
七
カ
月
が
経
過

し
、
一
般
会
話
は
一
応
で
き

て
は
い
た
。
し
か
し
韓
国
語

の
発
音
は
難
し
く
、
発
音
に

注
意
し
過
ぎ
る
と
会
話
が
ぎ

こ
ち
な
く
な
っ
た
り
も
し
て

い
た
。
済
州
島
か
ら
研
修
に

来
て
い
た
李
俊
植
先
生
に
、

そ
ん
な
ぼ
や
き
を
こ
ぼ
し
た

と
こ
ろ
、
自
分
の
ソ
ウ
ル
在

住
の
ヨ
ジ
ャ
（
女
）
チ
ン
グ

ゥ
（
友
だ
ち
）
は
ソ
ウ
ル
生

ま
れ
の
ソ
ウ
ル
育
ち
で
、
き

れ
い
な
ソ
ウ
ル
マ
ル
を
話
す

の
で
彼
女
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
っ
た
ら
よ
い
と
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
。

渡
韓
前
に
彼
女
に
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
の
た
め
電
話
を

し
た
と
こ
ろ
、
電
話
口
の
モ

ク
ソ
リ
（
声
）
は
と
り
わ
け

き
れ
い
な
発
音
と
抑
揚
で
あ

っ
た
。
一
般
に

妙
齢
の
韓
国
女

性
の
話
す
韓
国

語
は
少
し
甘
え

た
よ
う
な
、
や

や
艶
め
か
し
い

傾
向
が
あ
る

が
、
彼
女
は
そ

の
典
型
で
あ
っ

た
。
私
は
声
を

聞
い
て
い
る
だ

け
で
年
が
い
も

な
く
う
っ
と
り

と
し
て
心
を
と

き
め
か
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の

後
も
何
回
か
特

別
の
用
事
が
な
い
の
に
電
話

を
か
け
た
り
し
た
。
韓
国
で

は
一
月
一
日
は
陽
暦
新
年
の

祝
日
で
は
あ
る
が
、
実
際
に

は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い

な
い
。
彼
女
も
元
旦
は
行
事

も
予
定
も
な
い
と
の
こ
と

で
、
朝
八
時
に
明
洞
大
聖
堂

前
で
待
ち
合
わ
せ
、
キ
ョ
ン

ボ
ク
グ
ン
を
散
歩
し
な
が
ら

発
音
練
習
を
す
る
こ
と
を
約

束
し
た
。

さ
て
、
一
九
九
七
年
元
旦

の
朝
、
明
洞
大
聖
堂
前
広
場

に
は
元
旦
礼
拝
に
善
男
善
女

が
次
々
と
坂
道
を
登
っ
て
現

れ
た
。
し
か
し
私
に
は
、
一

体
ど
の
女
性
が
彼
女
な
の
か

判
別
が
で
き
な
い
。
李
俊
植

先
生
は
勿
体
ぶ
っ
て
か
、
彼

女
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
な

か
っ
た
の
だ
。
待
っ
て
い
る

間
、
電
話
で
の
美
し
く
て
艶

っ
ぽ
い
モ
ク
ソ
リ
を
反
す
う

し
な
が
ら
、
ど
ん
な
女
性
か

い
ろ
い
ろ
と
想
像
を
逞
し
く

し
て
い
た
。
約
束
の
八
時
を

少
し
過
ぎ
た
こ
ろ
、
ふ
く
よ

か
な
若
い
女
性
が
私
に
近
づ

い
て
き
た
。
マ
ー
ニ
キ
ダ
リ

ョ
チ
ヨ
（
た
く
さ
ん
待
ち
ま

し
た
で
し
ょ
）
と
言
葉
を
発

し
た
後
に
、
自
分
を
徐
某
某

と
名
乗
っ
た
。
私
の
妄
想
と

は
か
な
り
乖
離
し
た
、
包
容

力
の
あ
り
そ
う
な
、
そ
し
て

ヨ
サ
（
女
史
）
と
呼
ぶ
に
相

応
し
い
女
性
で
あ
っ
た
。

早
速
に
李
王
朝
の
王
宮
で

あ
っ
た
キ
ョ
ン
ボ
ク
グ
ン

（
慶
福
宮
）
に
向
か
っ
た
。

折
し
も
ソ
ウ
ル
は
ヨ
ン
ハ

（
零
下
）
・
シ
ボ
ー
ド
（
十

五
度
）
で
あ
っ
た
。
キ
ョ
ン

ボ
ク
グ
ン
は
、
ま
さ
に
ブ
リ

ザ
ー
ド
の
よ
う
な
横
風
と
粉

雪
が
激
し
く
吹
き
荒
れ
て
い

た
。
私
は
体
感
温
度
零
下
二

十
五
度
（
テ
レ
ビ
報
道
）
の

あ
ま
り
の
寒
さ
に
全
身
が
凍

て
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
完
全

武
装
は
し
て
い
た
も
の
の
、

顔
は
強
張
り
、
喉
が
締
め
つ

け
ら
れ
、
声
も
出
な
く
な
っ

た
。
一
方
、
徐
ヨ
サ
は
こ
の

酷
寒
の
中
で
も
豊
富
な
皮
下

脂
肪
に
守
ら
れ
て
か
比
較
的

ケ
ロ
ッ
と
し
た
顔
で
、
私
の

韓
国
語
の
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め

た
。
そ
し
て
次
第
に
彼
女
の

教
授
は
熾
烈
を
極
め
て
い
っ

た
。ッ
パ
ン
〜
パ
ン
〜
バ
ン
、

パ
ン
（
ヌ
）
〜
パ
ン
（
グ
）、

ッ
タ
ル
〜
タ
ル
〜
ダ
ル
は
、

私
に
は
何
度
聞
い
て
も
区
別

が
つ
か
な
い
。
ま
し
て
発
音

し
分
け
る
こ
と
な
ど
出
来
よ

う
が
な
い
。
酷
寒
の
中
で
の

韓
国
語
発
音
練
習
は
極
限
に

達
し
た
。
渡
韓
前
に
心
と
き

め
か
し
た
モ
ク
ソ
リ
も
今
や

心
凍
て
つ
く
恐
怖
の
モ
ク
ソ

リ
に
変
じ
た
。

そ
の
後
、
徐
ヨ
サ
に
出
会

っ
た
り
、
そ
の
名
が
話
題
に

出
る
と
、
ヨ
ン
ハ
・
シ
ボ
ー

ド
の
キ
ョ
ン
ボ
ク
グ
ン
の
出

来
事
が
瞬
時
に
想
起
さ
れ
、

反
射
的
に
全
身
冷
却
と
全
身

振
戦
の
襲
来
に
見
舞
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

有川功ドクターの 

（24回シリーズ） 

韓国訪問記 
－第20話－ 

ヨンハ・シボードの 
キョンボクグンでのハングンマル 

艶
め
か
し
き 

発
音
練
習

発
音
練
習 

発
音
練
習

発
音
練
習 

発
音
練
習 

全
身
振
戦
の 

発
音
練
習

発
音
練
習 

発
音
練
習

発
音
練
習 

発
音
練
習 

体感温度零下25度の景福宮では横風と吹雪のために写真は撮れなかった。この
写真は一九九六年元旦、零下10度の水原・民族村でのスナップである。天気
は良くて風のない一見うららかな日であったが全ての水分が凍てついていた。

発音のメモ。酷寒の景福宮から退散して伝統的な茶房で韓国語発音練習を続けた。
ハングルは一つ一つは表音文字であり、組み合わせれば表意文字のようにも見えてく
る優れ物であるが、基本的には正確な発音を指示する構音器官の象形的記号である。
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十
二
月
八
日
、
金
沢
都
ホ
テ

ル
で
、「
講
座
Ｅ
Ｂ
Ｍ
・
シ
リ

ー
ズ
①
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
服
部
真
理
事
（
金
沢

市
・
城
北
病
院
）
で
、
十
五
人

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｂ
Ｍ
は
昨
年
、『
石
川
保

険
医
新
聞
』
に
四
回
シ
リ
ー
ズ

で
服
部
理
事
が
詳
し
く
解
説
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
、
会
場
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
信
頼
性
の
あ

る
情
報
を
得
る
方
法
や
、
そ
の

利
用
の
仕
方
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｂ
Ｍ
は
、
医
療
現
場
で
具

体
的
な
患
者
に
具
体
的
な
治
療

法
を
選
択
す
る
際
に
、
で
き
る

限
り
正
し
い
情
報
を
集
め
て
質

の
高
い
治
療
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
方
法
で
、
そ
れ
を
通
じ
て

医
師
の
能
力
を
高
め
る
手
段
の

一
つ
で
す
。
服
部
理
事
の
分
か

り
や
す
い
解
説
の
あ
と
参
加
者

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
今
後
も
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
つ
い

て
の
研
究
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
二
月
に
発
行
さ

れ
た
『
抗
生
物
質
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
会
員
特
価
二
千
三

百
円
）
に
続
い
て
第
二
冊
目
と

な
る
『
消
化
器
疾
患
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』（
会
員
特
価
二
千

三
百
円
）
が
昨
年
九
月
に
発
刊

さ
れ
て
い
ま
す
（
右
広
告
参

照
）。
保
険
医
協
会
に
在
庫
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

会場にパソコンを持ち込み、実際にEBMに関するホームページなどを見る参加者

消化器疾患治療ガイドライン 
客観的立場で世界の文献を集約した国際的EBM治療マニュアル　第2弾 

第一線医療に役立つ 

著／オーストラリア治療ガイドライン委員会　編訳／医薬品・治療研究会 
Therapeutic Guideline: Gastrointestinal by Therapeutic Guideline Limited（Australia） 

ルーチンの治療を改めて検証 

月刊保団連 
臨時増刊号 
A5判180頁 
価格：2,600円 

会員特価：2,300円 
（送料込み） 
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Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

検
索
方
法
な
ど
を
知
り
た
い
方
は
協
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講師の服部真理事

Ｅ
Ｂ
Ｍ
講
演
会
シ
リ
ー
ズ

▼▽
①
△▲

正しい情報で
質の高い治療を

早
い
も
の
で
、
連
載
を
始

め
て
一
年
半
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
元
よ
り
当
て
の
な

い
旅
で
あ
っ
た
。
書
き
足
り

な
い
こ
と
も
多
く
、
ま
だ
行

き
先
さ
え
定
ま
ら
ぬ
こ
と
も

重
々
承
知
し
て
い
る
。
が
、

こ
の
辺
り
で
、
波
間
に
漂
い

な
が
ら
、
船
の
行
く
先
を
確

か
め
て
み
た
い
。
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
号
の
よ
う
に
、
氷
河
に

衝
突
し
て
沈
没
し
な
い
よ
う

に
・
・
・
。
こ
の
間
、
貴
重

な
紙
面
を
提
供
し
て
下
さ
っ

た
協
会
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

私
の
旅
に
付
き
合
っ
て
下
さ

っ
た
読
者
の
方
々
に
心
よ
り

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

旅
の
終
わ
り
に
、
医
者
と

い
う
職
業
を
選
ん
だ
身
と
し

て
は
や
は
り
、
医
者
を
語
る

の
が
本
当
だ
ろ
う
。
医
者
に

な
っ
て
ま
だ
間
も
な
い
こ

ろ
、
一
人
の
術
後
の
患
者
を

受
け
持
っ
た
。「
手
術
の
傷

が
痛
い
」「
手
が
痺
れ
る
」、

毎
日
の
よ
う
に
「
い
つ
に
な

っ
た
ら
治
る
の
か
」「
ち
ゃ

ん
と
治
る
の
か
」
と
尋
ね
ら

れ
た
。
ま
だ
未
熟
な
私
は
返

事
に
窮
し
、
オ
ー
ベ
ン
（
指

導
医
）
に
相
談
し
た
。
彼
は
、

家
族
を
呼
ぶ
よ
う
に
私
に
言

っ
た
。
家
族
が
呼
ば
れ
、
そ

し
て
私
は
横
で
話
を
聞
い
て

い
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
ね
え
、

命
を
問
題
に
し
て
る
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
、
手
が
痺
れ
る

と
か
い
う
次
元
の
問
題
で
は

な
い
ん
で
す
よ
。
手
術
を
す

れ
ば
神
経
に
触
る
こ
と
は
当

然
あ
り
う
る
ん
で
す
よ
」
そ

の
後
、
患
者
は
私
に
何
も
言

わ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

責
め
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
無

く
な
っ
た
。
肩
の
重
荷
が
降

り
た
、
正
直
そ
ん
な
気
持
ち

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
以
前
に

も
ま
し
て
、
心
の
中
の
重
苦

し
さ
、
違
和
感
が
私
を
押
し

つ
ぶ
し
た
。「
こ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
」「
ど
う
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
い

つ
も
、
心
の
ど
こ
か
で
尋
ね

る
自
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し

答
え
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。一

昨
年
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
試
験
を
受
け
た
。
介
護

保
険
の
中
枢
と
な
る
資
格
で

あ
る
。
制
度
は
欠
陥
だ
ら
け

で
あ
る
。
そ
の
話
は
別
の
機

会
に
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、

こ
の
試
験
勉
強
で
た
だ
一
つ

学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
患
者

と
の
接
し
方
で
あ
る
。
恥
ず

か
し
い
こ
と
だ
が
、
私
を
含

め
て
こ
れ
ま
で
の
医
者
は

（
今
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い

が
）本
当
の
意
味
で
の
診
察
、

診
療
を
教
え
ら
れ
て
は
こ
な

か
っ
た
。
医
は
施
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
前
提
の
上
で
算

術
で
は
な
く
、
仁
術
な
の
で

あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
が
間
違

っ
て
い
た
こ
と
が
、
は
っ
き

り
と
分
か
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
答
え
が
、
同
時
に
私
が
か

つ
て
感
じ
た
違
和
感
の
答
え

で
も
あ
っ
た
。

「
傾
聴
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
利
用
者

の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の

声
を
何
の
偏
見
も
、
何
の
予

備
知
識
も
持
た
ず
、
素
直
に

聞
く
。
そ
の
気
持
ち
が
共
感

に
な
り
、
そ
し
て
人
間
と
し

て
の
受
容
と
な
る
。
面
接
技

術
は
他
に
も
多
く
の
も
の
が

あ
る
が
、
す
べ
て
の
基
本
は

こ
の
「
傾
聴
」
に
あ
る
。
本

当
の
意
味
で
、
患
者
の
声
に

耳
を
傾
け
よ
う
と
す
れ
ば
、

当
然
そ
の
高
さ
ま
で
、
降
り

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
や
降
り
て
い
く
と
い

う
感
覚
そ
の
も
の
が
間
違
っ

て
い
る
の
だ
。
傾
聴
は
技
術

で
は
な
く
、
そ
の
人
間
の
持

つ
、
人
と
し
て
の
在
り
様
そ

の
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

「
傾
聴
」「
共
感
」
そ
し
て

「
癒
し
」。
人
を
診
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
私
の
旅
は

ま
だ
途
に
着
い
た
ば
か
り
で

あ
る
。（
完
）

旅
の
終
わ
り
に

希
 
望
 

　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

会員特別寄稿 
シリーズ シリーズ 

17

│
│
医
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と
は
│
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最終
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最終
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最終
回 



（ 7 ）2000年１月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第332号石 川 保 険 医 新 聞

あ
れ
か
ら
二
カ
月
ほ
ど
し

て
、
片
町
の
飲
み
屋
街
で
先
日

の
Ｐ
先
生
と
ば
っ
た
り
と
出
会

っ
た
お
サ
ル
先
生
は
、
そ
の
ま

ま
こ
の
間
の
バ
ー
に
飲
み
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
先
生
は
、
Ｍ
先
生
と
は
ま

た
違
っ
た
意
味
で
強
烈
な
人
だ

が
、
合
理
性
を
重
ん
じ
、
少
し

先
進
的
な
所
が
あ
る
。
従
来
の

開
業
医
的
な
発
想
の
型
を
破
る

よ
う
な
所
が
あ
り
、
結
構
、
面

白
い
人
だ
な
、
と
い
う
の
が
初

め
て
会
っ
た
時
の
お
サ
ル
先
生

の
印
象
だ
っ
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
る
や
い
な

や
、「
え
〜
っ
と
、
最
近
お
サ

ル
先
生
は
Ｃ
先
生
の
ホ
ス
ピ
ス

病
棟
に
患
者
さ
ん
を
送
っ
た
ん

だ
っ
て
？
」
と
Ｐ
先
生
は
お
し

ぼ
り
で
手
を
忙
し
く
拭
き
な
が

ら
問
い
か
け
て
き
た
。
お
サ
ル

先
生
は
（
ア
レ
ッ
？
！
ど
う
し

て
Ｐ
先
生
が
そ
ん
な
こ
と
を
知

っ
て
い
る
ん
だ
？
）
と
目
を
丸

く
し
た
。
三
日
前
に
ホ
ス
ピ
ス

病
棟
で
亡
く
な
っ
た
Ｄ
さ
ん
の

こ
と
だ
。

患
者
の
Ｄ
さ
ん
は
八
十
六
歳

の
女
性
で
、
半
年
前
に
不
正
性

器
出
血
を
認
め
、
Ａ
総
合
病
院

の
婦
人
科
で
卵
巣
癌
の
末
期
状

態
と
診
断
さ
れ
た
が
、
高
齢
で

も
あ
り
特
別
な
治
療
も
な
く
、

家
で
過
ご
し
て
い
た
。
な
ぜ
、

お
サ
ル
先
生
に
往
診
の
依
頼
が

あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
少

し
前
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ナ
ー
ス
と
話
を
す
る
機
会

が
あ
っ
て
「
や
っ
ぱ
り
在
宅
医

療
の
醍
醐
味
は
『
在
宅
ホ
ス
ピ

ス
』
だ
よ
ね
」
と
思
い
つ
き
で

し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
お
サ
ル
先
生
は
在
宅
ホ
ス

ピ
ス
を
や
っ
て
い
る
先
生
だ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
ウ
ワ
サ
を
聞
き
つ
け
て
家

族
が
や
っ
て
き
た
の
だ
。
し
か

し
、
お
サ
ル
先
生
は
い
ま
だ
に

在
宅
で
患
者
を
看
取
っ
た
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
死
亡
診
断
書
も

ほ
と
ん
ど
書
い
た
こ
と
が
な

い
。
そ
れ
で
も
、
患
者
家
族
に

請
わ
れ
る
ま
ま
に
、
エ
イ
ま
ま

よ
！
と
往
診
す
る
こ
と
に
し

た
。Ｄ

さ
ん
は
商
売
を
し
て
い
る

奥
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ

れ
て
お
り
、
頬
は
や
せ
こ
け
て

一
見
し
て
悪
液
質
と
見
て
と
れ

た
。
の
み
な
ら
ず
、
全
身
が
つ

ら
く
て
体
の
や
り
場
が
な
い
、

と
い
っ
た
風
で
見
る
に
忍
び
な

い
感
じ
だ
っ
た
。
一
応
、
Ａ
総

合
病
院
か
ら
薬
は
出
て
い
る
の

だ
が
、
疼
痛
管
理
に
関
し
て
は

ボ
ル
タ
レ
ン
坐
薬
の
二
十
五
ミ

リ
グ
ラ
ム
が
夜
一
回
だ
け
処
方

さ
れ
て
い
る
。「
夜
な
夜
な
苦

し
そ
う
に
う
め
き
声
を
上
げ

て
、
最
近
一
週
間
は
食
事
も
喉

を
通
ら
な
い
ん
で
す
」
と
い
う

お
嫁
さ
ん
の
訴
え
を
聞
い
て
、

腕
組
み
を
し
て
い
た
お
サ
ル
先

生
は
苦
し
ま
ぎ
れ
に
ホ
ス
ピ
ス

の
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

「
Ｃ
病
院
に
ホ
ス
ピ
ス
病
棟

が
あ
り
ま
す
。
癌
の
末
期
の
人

た
ち
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
所

で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
疼
痛
管

理
が
不
十
分
だ
。
こ
ん
な
辛
い

状
態
で
在
宅
医
療
を
続
け
て
い

て
も
患
者
が
か
わ
い
そ
う
な
だ

け
だ
」
と
家
族
を
別
室
で
説
得

し
、「
入
院
す
る
の
け
？
」
と

心
配
そ
う
な
Ｄ
さ
ん
に
は
「
一

〜
二
週
間
の
入
院
で
う
ま
く
痛

み
が
と
れ
て
家
へ
帰
っ
て
き
た

ら
、
ま
た
必
ず
往
診
し
て
あ
げ

る
か
ら
ね
」
と
目
を
見
つ
め
て

そ
う
言
っ
た
。
そ
の
時
、
お
サ

ル
先
生
は
心
底
、
そ
れ
は
決
し

て
嘘
で
は
な
い
、
ま
た
家
へ
帰

っ
て
く
る
の
だ
、
と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
、
少
し
熱
い
気
持

ち
に
な
っ
た
。

翌
日
、
紹
介
状
を
持
っ
て
Ｄ

さ
ん
は
寝
台
車
で
Ｃ
病
院
に
向

か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
一
般
病

棟
に
入
院
し
た
後
、
翌
日
ホ
ス

ピ
ス
病
棟
に
入
っ
た
の
だ
と
い

う
。
し
か
し
、
一
週
間
も
し
な

い
う
ち
に
Ｄ
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
お
サ
ル
先

生
は
自
分
が
嘘
を
つ
い
た
よ
う

で
ず
い
ぶ
ん
後
味
が
悪
か
っ

た
。そ

れ
で
、
と
い
う
訳
で
は
な

い
の
だ
が
、
片
町
へ
飲
み
に
き

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
た
ま
た

ま
出
く
わ
し
た
Ｐ
先
生
に
そ
の

患
者
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
だ

か
ら
、
お
サ
ル
先
生
が
び
っ
く

り
す
る
の
も
無
理
は
な
い
。
Ｐ

先
生
は
Ｃ
病
院
ホ
ス
ピ
ス
病
棟

医
長
の
Ｃ
先
生
と
仲
が
良
く
て

い
っ
し
ょ
に
飲
み
に
出
る
こ
と

が
多
く
、
ち
ょ
う
ど
Ｄ
さ
ん
が

入
院
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
飲

み
屋
で
お
サ
ル
先
生
の
こ
と
が

話
題
に
な
っ
た
ら
し
い
。

Ｐ
先
生
は
、
常
日
頃
か
ら
Ｃ

先
生
の
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
で
の
苦

労
話
、
特
に
一
般
の
医
師
の
ホ

ス
ピ
ス
病
棟
へ
の
誤
解
に
起
因

す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
聞
か
さ

れ
て
い
る
の
で
、
Ｃ
先
生
に
成

り
代
わ
っ
て
お
サ
ル
先
生
に
説

教
を
垂
れ
た
く
な
っ
た
よ
う

だ
。「

お
サ
ル
先
生
、
癌
の
末
期

状
態
イ
コ
ー
ル
『
ホ
ス
ピ
ス
』

な
の
か
ね
。
本
人
に
ち
ゃ
ん
と

病
名
を
告
知
し
て
、
本
人
が
ホ

ス
ピ
ス
を
望
ん
だ
の
か
ね
」
お

酒
が
は
い
る
前
か
ら
Ｐ
先
生
は

や
け
に
絡
ん
で
く
る
。
Ｐ
先
生

に
よ
る
と
、
Ｃ
病
院
ホ
ス
ピ
ス

病
棟
に
は
入
棟
基
準
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
条
件

を
満
た
し
た
場
合
、
委
員
会
で

入
棟
が
認
め
ら
れ
る
。
現
在
は

ホ
ス
ピ
ス
病
棟
で
も
病
名
の
告

知
率
は
低
く
、
必
ず
し
も
一
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
告
知
を
条
件

に
は
し
て
い
な
い
が
、
近
い
将

来
は
そ
う
し
た
い
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
入
棟
審
査
を
す

る
の
か
と
い
う
と
、
末
期
癌
だ

と
い
う
理
由
で
本
人
に
は
何
の

説
明
も
な
く
紹
介
し
て
く
る
医

師
が
い
ま
だ
に
少
な
く
な
く
、

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
か
ら
だ
と
い
う
。

「
あ
る
患
者
な
ん
か
、
肝
臓

癌
の
末
期
状
態
で
手
術
も
化
学

療
法
も
で
き
な
い
か
ら
、
と
医

者
が
ホ
ス
ピ
ス
く
ら
い
し
か
な

い
だ
ろ
う
、
と
勝
手
に
判
断
し

て
紹
介
し
て
き
た
と
い
う
ん

だ
」「
患
者
に
は
ど
う
説
明
し

た
ん
で
す
か
ね
」
お
サ
ル
先
生

は
Ｐ
先
生
の
ホ
コ
先
が
自
分
か

ら
そ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た
の

で
い
く
ぶ
ん
余
裕
を
持
っ
て
問

い
返
し
た
。「
ひ
ど
い
も
ん
だ
。

患
者
に
は
『
肝
臓
の
専
門
病
院

を
紹
介
し
ま
す
』
と
云
っ
た
ん

だ
と
サ
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

専
門
治
療
が
始
ま
ら
な
い
の
を

不
審
に
思
っ
た
患
者
へ
の
対
応

に
Ｃ
先
生
が
ど
れ
ほ
ど
心
を
く

だ
い
た
か
、
想
像
に
難
く
な
い

よ
ナ
」。

Ｐ
先
生
は
Ｃ
先
生
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
あ
た
か
も
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
、
時
に
は
彼
一
流
の

講
釈
を
加
え
な
が
ら
、
話
し
続

け
た
。「
だ
っ
て
考
え
て
み
な
、

お
サ
ル
先
生
。
癌
の
末
期
だ
か

ら
と
い
っ
て
皆
が
皆
、
ホ
ス
ピ

ス
を
望
む
と
思
う
か
？
最
後
の

最
後
ま
で
手
術
で
も
何
で
も
徹

底
的
に
や
っ
て
欲
し
い
、
ど
ん

な
新
薬
の
治
療
で
も
受
け
て
み

た
い
、
と
思
う
人
は
い
る
は
ず

だ
ろ
？
癌
の
末
期
イ
コ
ー
ル

『
安
ら
か
な
死
』
と
い
う
発
想

自
体
が
医
者
の
傲
慢
な
ん
だ
。

パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ん
だ
」
結

局
、
Ｐ
先
生
は
Ｃ
先
生
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
い
う

こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
、

と
思
っ
た
。

Ｐ
先
生
は
続
け
る
。「
Ｃ
先

生
は
こ
れ
だ
け
は
お
願
い
、
と

言
っ
て
い
た
よ
。
ホ
ス
ピ
ス
に

入
れ
る
な
ら
、
百
歩
譲
っ
て
、

病
名
は
告
知
し
て
な
く
て
も
い

い
。
た
だ
、『
簡
単
で
は
な
い

病
気
』
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

で
き
る
こ
と
な
ら
『
身
の
回
り

の
整
理
を
始
め
て
お
い
て
欲
し

い
』
こ
と
を
婉
曲
に
で
も
い
い

か
ら
伝
え
て
お
い
て
く
れ
。
そ

う
す
れ
ば
入
棟
生
活
の
中
で
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
患

者
に
真
の
病
状
を
告
げ
て
、
こ

れ
か
ら
起
こ
り
う
る
こ
と
を
受

容
で
き
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
ん
だ
」。

お
サ
ル
先
生
は
Ｄ
さ
ん
に
病

名
を
告
げ
た
憶
え
も
な
け
れ

ば
、
そ
の
予
後
に
つ
い
て
も
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
し
、
望
ん

だ
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
入

院
を
さ
せ
て
、
結
果
と
し
て
だ

ま
し
打
ち
の
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
す
ま
す
ま

ず
い
酒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
度
は
二
日
酔
い
し
な
い
よ

う
に
飲
ん
だ
の
で
、
翌
朝
は
快

調
だ
っ
た
。
Ｄ
さ
ん
の
お
嫁
さ

ん
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。「
お

礼
が
遅
く
な
っ
て
す
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
義
母
は
モ
ル
ヒ
ネ
の

坐
薬
を
使
っ
て
も
ら
っ
て
か

ら
、
痛
み
が
と
れ
、
本
当
に
お

い
し
い
お
い
し
い
と
味
噌
汁
を

飲
ん
だ
ん
で
す
。
結
局
、
家
に

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
最
後
は
本
当
に
安
ら
か

で
し
た
」

お
サ
ル
先
生
は
「
力
及
び
ま

せ
ん
で
・
・
・
」
と
電
話
を
切

っ
た
が
、
心
の
中
で
小
躍
り
し

て
い
た
。

小川先生の論文を
希望者にお送りします

小川滋彦先生執筆の論文「石川県の老人保健施
設および特別養護老人ホームにおける経皮内視鏡
的胃瘻造設術施行患者受け入れの実態」が、日本
消化器内視鏡学会甲信越支部・北陸支部発行の学
会誌に推薦論文として掲載されました。希望者に
無料で、抜き刷りをお送りします。

※下記方法でお申し込みください。

電　話：076－222－5373
ＦＡＸ：076－231－5156
E-mail：iskw-sugino@doc-net.or.jp
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小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
険
医
 

協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

燃
料
の
ご
注
文
は
保
険
医
協
会
ま
で

保
険
医
協
会
で
は
、
日
石
三
菱
（
三
谷
石
油
）
お

よ
び
エ
ッ
ソ
（
石
川
米
油
）
の
暖
房
用
燃
料
、
自
動

車
用
燃
料
（
全
国
カ
ー
ド
）
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

配
達
可
能
地
域
や
価
格
に
つ
い
て
は
保
険
医
協
会

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
〇
七
六
（
二
二
二
）
五
三
七
三
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「
イ
タ
ッ
」

突
き
刺
す
よ

う
な
痛
み
に
足

元
を
見
る
と
、

ま
だ
ら
模
様
の

ヘ
ビ
が
い
ま
し

た
。

「
マ
ム
シ
?!
」

話
に
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
が
咬
ま
れ
る
な
ん

て
・
・
・
で
も
現
実
の
よ
う

で
す
。
こ
こ
は
涌
波
堤
公
園

の
れ
っ
き
と
し
た
道
な
の

に
。
あ
わ
て
て
公
園
前
の
若

草
書
房
・
鍋
島
さ
ん
宅
に
飛

び
込
み
、
た
だ
ち
に
金
沢
市

民
病
院
へ
。
そ
の
ま
ま
十
二

日
間
も
入
院
す
る
破
目
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
昨
年
の

初
め
、
辰
巳
用
水
の
絵
本
を

作
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
か
ら

な
の
で
す
。
よ
う
や
く
全
国

的
に
ダ
ム
の
見
直
し
が
始
ま

り
期
待
し
て
い
た
の
に
、
辰

巳
ダ
ム
の
計
画
は
そ
の
ま

ま
。
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
思
い
を
何

か
形
に
現
し
た
い
・
・
・
。

絵
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
若

草
書
房
と
絵
本
作
家
の
山
田

ゆ
み
子
さ
ん
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
来
の
辰
巳
用
水
研
究
家

宮
江
伸
一
氏
に
監
修
を
お
願

い
し
、そ
の
年
の
四
月
一
日
、

兼
六
園
か
ら
東
岩
取
入
口
ま

で
歩
い
て
取
材
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
（
兼
六
園
の
水
は

辰
巳
用
水
を
引
い
て
い
る
の

で
す
）。
子
ど
も
た
ち
の
反

応
も
見
た
い
の
で
、
子
ど
も

劇
場
（
親
子
で
良
い
演
劇
を

み
よ
う
と
い
う
文
化
団
体
で

す
）
の
親
子
十
数
人
も
一
緒

に
歩
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
用
水
点
検
の
た

め
水
が
止
め
ら
れ
て
お
り
、

空
堀
の
よ
う
な
用
水
を
子
ど

も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
子
ど
も
に

と
っ
て
は
探
検
な
ん
だ
」

私
は
納
得
し
て
絵
本
の
制

作
を
始
め
ま
し
た
。そ
し
て
、

水
の
あ
る
状
態
を
取
材
し
よ

う
と
再
度
堤
公
園
に
出
か
け

て
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
多

分
冬
眠
か
ら
覚
め
て
、
す
ぐ

上
を
流
れ
る
辰
巳
用
水
の
が

け
か
ら
散
歩
に
出
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
マ
ム
シ

が
住
む
ほ
ど
辰
巳
用
水
周
辺

は
自
然
が
豊
か
な
の
で
す
。

錦
町
か
ら
始
ま
る
辰
巳
用
水

遊
歩
道
に
は
春
、
マ
ム
シ
そ

っ
く
り
の
紫
ま
だ
ら
の
植
物

が
伸
び
だ
し
ま
す
。
そ
の
名

も
マ
ム
シ
グ
サ
。
イ
カ
リ
ソ

ウ
や
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
だ
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
に
は
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
や

カ
ラ
ス
ウ
リ
が
彩
り
ま
す
。

辰
巳
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
水
没

し
て
し
ま
う
上
辰
巳
の
東
岩

取
入
口
の
周
辺
は
ま
さ
に
自

然
の
宝
庫
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
や

カ
ワ
セ
ミ
が
飛
び
、
ヤ
マ
グ

ワ
や
ア
ケ
ビ
が
実
り
ま
す
。

辰
巳
用
水
は
、
古
い
用
水

と
し
て
は
日
本
で
も
五
本
の

指
に
入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
自
然
の
流
れ
が
そ

の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
今
も
生

き
て
い
る
用
水
と
し
て
は
有

数
の
も
の
で
す
。
十
キ
ロ
あ

る
辰
巳
用
水
の
約
四
キ
ロ
は

ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
窓
と

呼
ば
れ
る
横
穴
が
あ
っ
て
、

中
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
湯
の
谷
（
末
町
）

と
清
浄
が
滝
（
辰
巳
町
）
の

窓
は
圧
巻
で
す
。
三
百
七
十

年
も
前
の
人
々
が
な
ぜ
こ
ん

な
難
事
業
に
取
り
組
め
た
の

か
不
思
議
に
な
り
ま
す
。

辰
巳
用
水
が
有
名
な
わ
り

に
は
、
実
際
に
用
水
を
た
ど

っ
て
歩
い
た
こ
と
の
あ
る
方

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
絵
本
に
は
地
図
も

付
け
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
歩
い
て
み
て
下
さ
い
。
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
昔
の

偉
業
を
無
傷
の
ま
ま
後
世
に

伝
え
た
い
と
い
う
私
の
願
い

に
、
き
っ
と
共
感
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

――尿沈渣の算定について――

＜協会のコメント＞

128，129例は小児科無床診療所での尿沈渣の算定についての相談です。

主治医の意見は長いので要約しますと、気管支炎、急性胃腸炎の病名で

尿沈渣を４回（128例）、２回（129例）算定したら保険者からの再審査請

求があり、沈渣の算定がすべて査定された。初診時の尿中一般物質半定量

検査（以下尿一般）で異常（尿蛋白陽性）があったので検査するのは当然

であり、査定されるいわれはない、というものです。

1998年の黄色いハガキ118例でも同様の相談がありました。基本的な考

え方は、そのときと変更がありません。その後協会が得た情報では、尿沈

渣については、厚生省主導の形で「算定要件の定められている検査」、すな

わち「尿沈渣顕微鏡検査は、尿中一般物質半定量検査等で異常所見がある

場合、又は診察の結果から実施の必要があると考えられる場合が対象」と

いうコンセンサスで審査されています。

今回の128，129例とも、この要件に当てはまるのになぜ査定容認され

ることになったかを検討してみましょう。おそらく一次審査では、小児科

診療現役の審査委員は「当該医療機関のレセプト全体を見た場合、尿沈渣

の算定が多すぎるわけでもないので尿に何か異常所見があるのだろう」と

いうような判断で算定可としたのでしょう。一方、保険者での点検では、

「レセプト記載の病名と尿沈渣には直接関係がない」と判断し、上記算定要

件を満足しない可能性があるとして再審査請求したと思われます。再審査

部会での書類審査になると、確かに、レセプト記載病名から尿沈渣複数回

算定の必要性が読みとれないとして、査定容認ということになったと思わ

れます。

主治医が主張されるように、発熱児の初診時の検査として尿一般は必須

ですし、そこで異常が発見されれば、当然沈渣所見をみる必要があります。

場合によっては、尿一般に異常がなくても沈渣所見に異常のあることもあ

りますし、沈渣所見に異常がないことを確認する必要があることもありま

す。沈渣所見に異常がある場合は、正常化するまで経過をみるのも臨床医

として当然の医療行為です。一方、診療報酬の請求にあたっては、どこま

で記載すれば一枚のレセプトの上で主治医の医療行為を正確に読みとれる

かということが問題になります。このことに対する協会の立場は、「医師が

レセプトをみた場合に記載された病名から、現在の医療水準からみて実施

する必要があると判断される医療行為なら、そのための特別な病名も摘要

欄への注記も必要はない」ということです。

今回の２例の尿沈渣の複数回算定がこの要件に当てはまるかどうかにつ

いては、現時点では、微妙なところです。一回の尿一般沈渣の算定なら、

発熱時には尿異常を認めることがよくあるということで算定できると判断

されますが、複数回になると、何らかの異常所見を追跡しているというこ

とですので、そのことを一言コメントしておけば安全だというわけです。

このあたりの判断は、各科の専門医が審査している一次審査と保険者での

再点検や再審査部会での再審査と違うところでしょうか。

再審査請求が多くて大変だとは思いますが、再審査であるが故に、算定

に至った理由を主治医に確認していくような審査委員会になるべきであろ

うと思います。査定ではなく返戻すれば済むことですから、ぜひとも対応

していただきたいことであります。

最後に、本例の対応については、診療内容の正当性を主張する意味で、

主治医の意見と簡潔にまとめた診療内容を記載した上で、再審査請求をし

ておく必要があります。

保険審査通信　第128，129例

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

納得いかない返戻、査定が
ありましたら、ぜひ『保険審査通信』

にてお知らせ下さい。
『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。

E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp
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い
よ
い
よ
十
月
か
ら
要
介
護

認
定
作
業
が
始
ま
り
、
介
護
保

険
ス
タ
ー
ト
も
秒
読
み
段
階
に

入
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
き
て
保

険
料
徴
収
の
凍
結
な
ど
、「
見

直
し
」
の
議
論
が
出
て
き
て
い

ま
す
が
、
制
度
の
大
枠
は
ほ
ぼ

固
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
ま

で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
歯
科
医
療
と
介

護
保
険
と
の
関
連
に
つ
い
て
で

す
。直

接
的
に
関
係
す
る
の
は
、

「
居
宅
療
養
管
理
指
導
」
で
す
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
保
険
医
療

機
関
が
事
業
者
と
し
て
自
動
的

に
指
定
さ
れ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
、
歯
科
保
険
医
療
機
関
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
も
ち
ろ

ん
指
定
の
辞
退
も
可
能
で
す

が
）。
歯
科
が
か
か
わ
る
の
は
、

①
歯
科
医
師
が
行
う
も
の
、と
、

②
歯
科
衛
生
士
が
行
う
も
の
の

二
つ
で
す
。
ま
ず
、
歯
科
医
師

が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導
と

は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど

に
必
要
な
情
報
を
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
ら
に
提
供
し
た
り
、

介
護
に
関
す
る
指
導
・
援
助
を

利
用
者
や
家
族
に
行
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
提

供
や
指
導
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
介
護
報
酬
の
請
求
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
訪

問
歯
科
診
療
な
ど
の
在
宅
歯
科

往
診
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
医
療
保
険
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

次
に
歯
科
衛
生
士
が
行
う
居

宅
療
養
管
理
指
導
で
す
が
、
こ

れ
は
従
来
医
療
保
険
に
請
求
し

て
い
る「
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
」

を
指
し
ま
す
。
報
酬
の
請
求
先

は
、
対
象
者
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
訪
問
歯
科

衛
生
指
導
の
対
象
者
が
要
支
援

者
ま
た
は
要
介
護
者
で
あ
る
場

合
に
は
、
介
護
保
険
に
「
居
宅

療
養
管
理
指
導
」
の
介
護
報
酬

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
対

象
者
が
要
支
援
者
・
要
介
護
者

以
外
の
人
で
あ
れ
ば
、
医
療
保

険
に
「
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
」

の
診
療
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
自
動
的
に
指
定
を

受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
指

定
事
業
者
は
人
員
基
準
・
設
備

基
準
・
運
営
基
準
を
遵
守
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
注
意

が
必
要
な
の
は
次
の
文
書
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で

す
。
す
な
わ
ち
、
①
事
業
の
目

的
、
営
業
時
間
、
利
用
料
な
ど

を
記
載
し
た
「
運
営
規
程
」
、

②
運
営
規
程
の
概
要
や
従
業
者

の
勤
務
体
制
な
ど
を
記
載
し
た

「
院
内
掲
示
」
と
「
利
用
者
へ

の
説
明
文
書
」、
③
利
用
者
か

ら
の
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
に

講
ず
る
措
置
の
概
要
を
記
載
し

た
文
書
、
で
す
。
こ
れ
ら
の
文

書
は
従
来
の
医
療
保
険
制
度
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
す
の
で
、

来
年
四
月
の
施
行
ま
で
に
そ
ろ

え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
が
「
介
護
保
険
制
度
」

に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
で
す

が
、
要
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
を

よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
に
は
、

歯
科
医
師
の
専
門
的
意
見
を
い

か
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ

せ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。①
医
療
・
福
祉
事
業
者

と
の
連
携
を
今
以
上
に
密
に
す

る
、
②
居
宅
療
養
管
理
指
導
を

通
じ
て
要
介
護
者
の
口
腔
状
態

を
日
常
的
に
管
理
す
る
、
③
法

人
格
を
取
得
し
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
等
の
指
定
を
受
け
直
接

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
要
介
護
認
定
や

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容
に
直
接
関

係
す
る
「
主
治
医
意
見
書
」
に

対
し
て
、
い
か
に
歯
科
医
師
の

専
門
的
意
見
を
反
映
さ
せ
る
か

が
特
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
日
常
的
に
連

携
し
て
い
る
主
治
医
に
対
し
て

は
、
口
頭
で
意
見
を
言
い
、
そ

れ
を
意
見
書
に
記
載
し
て
も
ら

う
と
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
主

治
医
に
対
し
て
診
療
情
報
提
供

書
を
発
行
し
、
そ
れ
を
意
見
書

に
添
付
し
て
も
ら
う
と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
今
ま
で
以
上
に
歯
科
医
科

の
連
携
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

石
川
協
会
歯
科
部
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
「
歯
科
医
科
隣
接
医

学
懇
談
会
」
を
開
催
し
た
り
、

口
腔
ケ
ア
や
訪
問
歯
科
に
関
す

る
学
術
講
演
会
を
積
極
的
に
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
歯

科
医
科
一
体
の
組
織
と
い
う
保

険
医
協
会
な
ら
で
は
の
特
色
を

生
か
し
、
介
護
保
険
に
対
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。
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【執筆者】 

厚生省健康政策局歯科保健課長 滝口　　徹 
日本歯科大学歯周病学教授 鴨井　久一 
昭和大学口腔衛生学教授 向井　美恵 
日本歯科大学衛生学教授 丹羽　源男 
その他 

 

歯科部学術委員会より、新書のお知らせ 
 

『歯科保健・医療ガイドブック』  ――歯科医師、歯科衛生士のための介護保険対応型―― 

■1999年10月1日　第1刷 
■Ｂ5判・240頁 
■永末書店 

1冊　　　　　　　　円 

※本書ご希望の方は、書店にお申し込みください。 
歯科的介護は定義が難しいため、十分な区分けがされていると言いがたい。本書はこの

点をできるだけ明らかにすると共に、口腔の介護や歯
科医療における最新の知見を簡潔にほぼすべての項目
を網羅し解説を加えた優れたテキストに仕上がってい
る。 
特に、滝口氏の担当した項目は介護保険と歯科医療

をすっきり理解させてくれる。また、これから本格的
に研修したい歯科衛生士、歯科医師ばかりでなく、あ
る程度の経験を踏んだ者にも十分参考になる内容とな
っているのは、ブラッシング法、口臭の対応、嚥下障
害、食事の介助、口腔の介護アセスメント方法、在宅
や施設介護のモデルなどに関して、一貫した哲学のも
と要点を的確に突いた、学問的に裏付けられた内容の
記載から成り立っているからである。 
このセンスのよさは、いろいろな勉強会のテキスト

としてお勧めできる。一級品間違いなしの本書を多く
の人に利用して欲しいと願っている。　　　　　　　

歯科医療と介護保険の解説 
―要介護者歯科アセスメント票活用のおすすめ― 

保団連発行出版物のご案内 
2000年4月の介護保険施行が、いよいよ目前に迫りました。「保険料徴収の凍結」

などさらに見直そうとする動きはあるものの、制度の骨格はほぼ固まってきました。 
本書は、現時点までの最新情報をもとに、歯科医科連携と「主治医意見書」への

働きかけ、訪問歯科診療と介護保険とのかかわり（「居宅療養管理指導」を中心に）、
歯科医療機関が指定を受けることのできる介護保険事業者、など歯科医療と介護保
険がどのように関係するかを明らかにしています。 
介護保険の解説書は数多く出ていますが、歯科との関係に絞った本冊子は保団

連ならではの内容となっています。ご入用の方はお早めにお申し込み下さい。 

■主な内容 
●介護保険の全体像 
●介護保険と歯科医師とのかかわり 
●「居宅療養管理指導」の基準と介護報酬 
●保団連作成の「要介護歯科アセスメント票」 
●介護保険Q＆A 

■申込み 
電話：076（222）5373 
FAX：076（231）5156 
E‐mail：ishikawa-hok＠doc-net.or.jp

B5判・39頁 
定価1,000円のところ 

会員特価 500円 

B5判・39頁 
定価1,000円のところ 

会員特価 500円 

Saturday Night Seminarお知らせ

●●●介護保険と歯科医療　●●●
右記でご紹介の『歯科医療と介護保険の解説』をテキストにして、

Saturday Night Seminarを開催します。

参加をご希望される方は、『歯科医療と介護保険の解説』の購入申し込みと

あわせて、お申し込みください。

日　　時：2000年1月15日（土）午後7時～午後9時
場　　所：石川県保険医協会会議室
講　　師：工藤　浩司（石川県保険医協会事務局員）
テキスト：歯科医療と介護保険の解説
参加対象：歯科医師、スタッフ
参 加 費：無料（テキストをお持ちでない方は、テキスト代 500円）

事
務
局
　
工
藤
　
浩
司

その6

新シリーズ 新シリーズ 
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介
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の
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門
的
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専
門
的
意
見
を
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に
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映
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映
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る
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介
護
保
険
と
歯
科
医
療
 

歯
科
医
師
の
専
門
的
意
見
を
い
か
に
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
る
か
 

歯
科
・
医
科
の
連
携
で

よ
り
良
い
制
度
確
立
を

今
年
四
月
の
施
行
ま
で
に

必
要
な
文
書
の
準
備
を



【
司
会
】司
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
小
川
で
す
。
保
険
医
協

会
で
は
医
療
福
祉
部
担
当
の
理

事
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
現
在

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
に
「
お

サ
ル
先
生
の
在
宅
医
療
入
門
」

と
い
う
、
新
米
開
業
医
が
在
宅

医
療
を
通
し
て
成
長
し
て
い
く

姿
を
描
い
た
連
載
を
書
い
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
に
載
せ
ま
し
た

「
『
痴
呆
老
人
の
入
院
は
大
変

だ
！
』
と
『
病
診
連
携
は
甘
く

な
い
？
』
の
巻
」
を
本
日
の
問

題
提
起
と
し
て
、日
ご
ろ
痴
呆
、

在
宅
介
護
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
皆
様
に
自
由
に
討
論
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

後
の
保
険
医
協
会
の
課
題
と
展

望
を
見
い
だ
せ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
加
藤
】「
か
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
加
藤
で
す
。
昨
年
四
月
か
ら

心
療
内
科
・
神
経
科
・
精
神
科

を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
前
は

県
職
員
と
し
て
県
立
高
松
病

院
、精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
推
進
課
に
在
籍
し
ま
し

た
。
県
立
高
松
病
院
で
は
二
年

間
、
痴
呆
性
老
人
病
棟
を
担
当

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
小
坂
】「
呆
け
老
人
を
か
か
え

る
石
川
家
族
の
会
」
の
代
表
で

す
。
一
九
七
九
年
に
母
が
呆
け

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
家
族
会

を
設
立
し
、
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

【
坪
坂
】「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
泉
野
」
の
管
理
者
を
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
痴
呆
の
方

を
何
人
か
受
け
持
っ
て
い
ま
す

し
、
わ
が
家
に
も
痴
呆
の
母
を

抱
え
て
い
ま
す
。
痴
呆
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
人
に
合
っ
た
、
き

ち
ん
と
し
た
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

【
高
松
】保
険
医
協
会
会
長
の
高

松
で
す
。「
基
幹
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
石
川
県
八
田
ホ
ー

ム
」
の
一
九
八
六
年
開
設
時
か

ら
の
嘱
託
医
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
八
田
ホ
ー
ム
は
八
十
人
中

約
七
十
人
が
痴
呆
で
す
。当
然
、

病
院
と
の
連
携
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
て
き
て
お
り
ま

す
。

【
司
会
】ま
ず
医
学
的
な
問
題
を

先
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
で

す
が
、
痴
呆
の
患
者
さ
ん
が
夜

中
に
徘
徊
し
わ
め
き
散
ら
す
の

で
、
安
定
剤
を
飲
ま
せ
た
ら
、

余
計
に
暴
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う

場
合
、
精
神
科
を
受
診
す
べ
き

だ
っ
た
の
か
、
薬
の
使
い
方
の

問
題
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
対
処

す
べ
き
な
の
か
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

【
加
藤
】今
日
、
私
が
往
診
し
た

方
が
、
ま
さ
し
く
そ
ん
な
ケ
ー

ス
で
し
た
。
一
般
病
院
か
ら
退

院
し
て
お
嫁
さ
ん
が
見
て
い
る

ん
で
す
が
、
老
人
の
せ
ん
妄
状

態
な
ん
で
す
。
痴
呆
老
人
の
せ

ん
妄
は
結
構
多
い
ん
で
す
。
よ

く
あ
る
の
は
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ン

キ
ラ
イ
ザ
ー
（
抗
不
安
薬
）
を

投
与
し
た
た
め
の
せ
ん
妄
で
す

ね
。
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
と
い
う

メ
ジ
ャ
ー
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー

を
使
う
と
、
せ
ん
妄
に
よ
る
問

題
行
動
は
結
構
収
ま
る
ん
で

す
。
そ
れ
を
四
苦
八
苦
ケ
ア
し

て
い
る
か
ら
、
ほ
と
ほ
と
疲
れ

た
家
族
は
憎
し
み
し
か
持
て
な

く
な
る
。
適
正
な
治
療
で
病
的

な
も
の
を
治
し
た
上
で
、
末
永

く
介
護
す
る
の
が
一
番
い
い
と

思
い
ま
す
。

【
司
会
】で
す
が
、
加
藤
先
生
の

よ
う
に
往
診
さ
れ
る
精
神
科
の

先
生
は
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

【
加
藤
】制
度
と
し
て
は
保
健
所

訪
問
審
査
と
い
う
嘱
託
の
精
神

科
医
が
行
く
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

ん
で
す
。
こ
れ
は
無
料
で
使
え

ま
す
。
治
療
は
し
ま
せ
ん
が
診

断
を
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
と

連
携
の
上
で
薬
を
出
す
こ
と
は

可
能
で
す
。

【
坪
坂
】そ
の
シ
ス
テ
ム
は
私
た

ち
も
使
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、

精
神
病
院
で
は
内
科
的
疾
患
が

あ
る
と
直
ち
に
出
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

【
小
坂
】私
は
痴
呆
の
お
年
寄
り

が
精
神
科
に
入
院
す
る
こ
と
自

体
、
少
し
お
か
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。年
寄
り
だ
か
ら
こ
そ
、

総
合
病
院
に
入
院
し
て
い
ろ
ん

な
科
で
診
断
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
坪
坂
】痴
呆
が
な
く
て
も
高
齢

者
の
場
合
、
状
態
が
急
変
し
て

入
院
す
る
と
す
ご
く
環
境
が
変

わ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
だ
け
で
も

せ
ん
妄
状
態
が
出
た
り
し
ま

す
。
私
が
病
院
に
勤
め
て
い
た

時
も
「
三
日
間
は
そ
ば
に
い
て

く
だ
さ
い
」
と
家
族
に
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い

と
、
夜
「
こ
こ
は
ど
こ
だ
」
と

い
う
感
じ
で
、
す
ご
く
興
奮
状

態
に
な
る
ん
で
す
よ
。

【
司
会
】せ
ん
妄
は
高
齢
者
す
べ

て
に
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者

に
は
ど
う
付
き
合
っ
て
い
け
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
。

【
加
藤
】精
神
科
医
が
一
般
科
の

医
師
と
連
携
す
べ
き
な
ん
で
す

が
、
実
際
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

【
高
松
】大
き
な
病
院
で
も
精
神

科
が
な
い
た
め
に
、
対
応
困
難

な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
高

齢
者
を
診
る
病
院
だ
っ
た
ら
精

神
科
か
ら
内
科
に
何
ら
か
の
形

で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】高
松
先
生
は
特
養
の
患

者
さ
ん
に
内
科
的
な
問
題
が
起

き
た
時
に
は
ど
う
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
か
。

【
高
松
】八
田
ホ
ー
ム
は
、
病
院

併
設
型
で
は
な
く
私
が
週
二
回

嘱
託
医
と
し
て
行
き
、
夜
間
の

看
護
婦
当
直
は
な
い
状
況
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
年
間
平
均
二

十
人
く
ら
い
、
つ
ま
り
四
分
の

一
の
方
が
入
院
し
て
い
る
ん
で

す
。
入
院
の
基
準
は
、
数
日
間

の
点
滴
あ
る
い
は
も
っ
と
積
極

的
な
治
療
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
場
合
、
と
し
て
い
ま
す
。
心

筋
梗
塞
な
ど
の
時
に
は
、
直
ち

に
入
院
に
し
て
い
ま
す
。
入
院

の
理
由
と
し
て
は
、
け
い
れ
ん

や
猛
烈
な
腹
痛
、
心
不
全
、
意

識
障
害
、
呼
吸
不
全
、
吐
血
な

ど
が
あ
り
、
突
然
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。

【
司
会
】病
院
側
の
受
け
入
れ
に

関
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

【
高
松
】入
院
を
お
願
い
す
る
の

は
比
較
的
近
く
に
あ
っ
て
、
よ

く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
数
カ
所

の
病
院
で
す
。
痴
呆
を
受
け
入

れ
な
い
病
院
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で

す
ね
。
こ
れ
ま
で
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
一
言
に
わ
れ
わ
れ
も
ガ
ッ

ク
リ
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ナ
ー
ス
も
大
変
だ
と
思
っ

て
、
続
け
て
同
じ
病
院
に
な
る

べ
く
送
ら
な
い
よ
う
気
を
遣
っ

て
い
ま
す
。

【
司
会
】病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

か
ら
の
声
と
い
っ
た
も
の
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
高
松
】複
数
の
病
院
で
聞
い
た

ん
で
す
が
、
い
ず
れ
も
痴
呆
の

専
用
病
室
は
な
く
、
せ
ん
妄
状

態
で
も
一
般
病
棟
に
お
く
。
よ

 

好　評 
シリーズ 
特別企画 ▼

 ▼
 

●訪問看護婦として 

…坪坂　了子氏（訪問看護ステーション泉野） 
●精神科医として 

…加藤　佐敏医師（かとうクリニック） 
●家族代表として 

…小坂　直信氏（ボケ老人をかかえる石川家族の会） 
●特養ホーム嘱託医として 

…高松　弘明医師（当協会会長・高松医院） 
●内科医として（司会） 

…小川　滋彦医師（当協会理事・小川医院） 
 

座談会 座談会 

「おサル先生の在宅医療入門」の
筆者で、この座談会のコーディネ
ーターを引き受けた小川滋彦理事

医療・福祉の現場で働く人は、もっと広
い視野に立った運動をするべき・・・と、
加藤佐敏医師

すべての年齢の人々が豊かに暮らせる
社会の実現を・・・と、高松弘明会長

（
11
面
に
つ
づ
く
）

や
は
り
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

ま
ず
、
適
正
な
治
療
で
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ほ
ど
ひ
ど
い
時
に
限
り
精
神
科

に
依
頼
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
付
添
い
は
原
則
付
け
な
く

て
も
よ
い
が
、
ナ
ー
ス
の
仕
事

は
非
常
に
多
く
な
り
大
変
だ

と
。
最
近
で
は
各
科
の
ド
ク
タ

ー
の
理
解
も
深
ま
り
、
対
応
に

も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ナ

ー
ス
も
そ
う
で
す
。

【
司
会
】病
棟
の
苦
労
話
み
た
い

な
も
の
は
い
か
が
で
す
か
？

【
高
松
】何
分
、
夜
間
の
ナ
ー
ス

が
少
な
い
。
ナ
ー
ス
の
数
が
絶

対
的
に
少
な
く
て
、
い
ら
つ
き

【
司
会
】そ
れ
で
は
、
そ
う
い
う

現
実
を
抱
え
る
病
院
と
ど
う
連

携
を
と
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
。

【
加
藤
】問
題
行
動
が
あ
っ
た
場

合
に
、
状
況
を
で
き
る
だ
け
詳

し
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
ど
う

い
う
時
に
ど
う
い
う
症
状
が
出

る
の
か
を
知
ら
せ
て
も
ら
わ
な

い
と
、
診
断
や
対
処
が
非
常
に

難
し
い
。

【
小
坂
】入
院
さ
せ
る
時
、
呆
け

症
状
の
こ
と
を
言
う
と
拒
否
さ

れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
で
き
る

だ
け
隠
し
て
う
ま
く
入
院
さ
せ

る
と
い
う
の
が
、
内
科
開
業
医

の
腕
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

【
高
松
】私
も
他
の
病
院
に
送
る

と
き
に
、
以
前
は
「
八
田
ホ
ー

ム
入
所
中
の
方
で
す
」
と
だ
け

書
き
ま
し
た
。
行
っ
て
か
ら
説

明
す
る
ん
で
す
。
し
か
し
最
近

は
痴
呆
と
い
う
こ
と
と
病
状
を

ま
め
に
連
絡
し
て
い
ま
す
。

【
加
藤
】病
院
が
入
院
を
受
け
て

く
れ
な
い
か
ら
、
で
き
る
だ
け

痴
呆
を
隠
し
て
入
院
さ
せ
る
。

こ
れ
は
医
療
シ
ス
テ
ム
の
根
本

的
な
と
こ
ろ
に
欠
陥
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
問
題
点
を
整
理
し

て
早
急
に
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
ね
。

【
司
会
】そ
う
で
す
ね
。
現
実
に

は
病
院
と
開
業
医
の
駆
け
引
き

と
い
う
点
を
否
め
な
い
で
す

ね
。

【
坪
坂
】私
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
時
に
は
、
あ
る
程
度
痴
呆
の

状
態
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
方
が
事
故
を
少
な
く
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が

も
っ
と
お
互
い
に
オ
ー
プ
ン
に

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
痴

呆
の
方
は
住
み
心
地
の
い
い
と

こ
ろ
が
一
番
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
家
か
ら
病
院
へ
と
い

う
の
は
環
境
が
変
わ
る
し
、
そ

の
上
、
痴
呆
の
方
の
精
神
的
な

許
容
量
は
す
ご
く
小
さ
い
と
思

わ
れ
る
の
で
、
本
当
に
医
療
が

必
要
な
部
分
を
短
期
に
治
し
て

も
ら
う
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。

ぼけたお年寄りには、いじめられな
い安心できる場所、すなわち受容的
環境が必要・・・と、小坂直信氏

（
10
面
の
つ
づ
き
）

制度の矛盾が現場を混乱させる。人権と尊厳を守る医療と福祉の確立が保険医協会の使命。
１時間半の予定が２時間を超えても続いた座談会（昨年11月11日・協会会議室にて）

が
相
当
出
て
き
て
い
る
。
こ
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
が
一
番
大

き
な
問
題
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

【
加
藤
】病
院
は
今
、
効
率
重
視

に
走
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と

ゆ
と
り
の
あ
る
病
院
運
営
を
す

れ
ば
診
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
を
き
ち
ん
と
制
度
と
し
て

や
る
の
は
国
の
責
務
で
し
ょ

う
。
経
済
的
裏
付
け
を
保
障
す

れ
ば
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
。

で
、
初
め
て
そ
う
い
う
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
看
護
婦
養
成
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

【
加
藤
】私
の
持
論
な
の
で
す
が
、

受
容
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
修
得

で
き
る
臨
床
の
場
と
い
う
の
は

精
神
科
だ
と
思
い
ま
す
。
初
め

に
患
者
と
治
療
者
の
目
線
の
位

置
か
ら
教
育
を
受
け
ま
す
。
ベ

ッ
ド
を
見
下
ろ
し
て
の
診
察
と

は
何
ご
と
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
医
師
も
看
護
婦
も
、
卒
後

教
育
の
一
つ
と
し
て
ぜ
ひ
精
神

科
臨
床
を
研
修
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

【
司
会
】医
学
教
育
の
話
題
に
ま

で
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
最

後
に
今
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
介
護
保
険
に
つ
い
て
で
す

が
、
ず
ば
り
、
介
護
保
険
で
痴

呆
老
人
は
救
わ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

【
小
坂
】介
護
保
険
は
痴
呆
老
人

に
対
し
て
非
常
に
冷
た
い
。
ま

ず
、
要
介
護
度
が
上
が
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
前
々
か
ら
心
配
し

て
い
た
こ
と
で
す
が
、
か
か
り

つ
け
医
や
調
査
員
が
ち
ゃ
ん
と

書
い
て
も
、
例
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
で
は
低
く
し
か
出

て
き
ま
せ
ん
。

【
司
会
】介
護
認
定
の
問
題
で
す

ね
。
そ
の
上
で
「
救
わ
れ
る
か
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
？

【
小
坂
】い
や
、
救
わ
れ
る
か
と

言
わ
れ
て
も
ち
ょ
っ
と
困
る
ん

で
す
け
ど
、
介
護
保
険
が
何
を

し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
て
、

介
護
保
険
の
中
に
参
加
し
て
い

く
意
識
が
一
般
市
民
の
中
に
出

て
き
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま

す
。
や
は
り
市
民
参
加
と
い
う

意
味
で
の
自
助
努
力
、
す
な
わ

ち
市
民
が
制
度
を
作
り
育
て
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
二
十
一
世

紀
に
は
間
違
い
な
く
大
切
に
な

る
。
そ
う
い
う
点
で
保
険
医
協

会
の
持
っ
て
い
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

十
分
機
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
高
松
】と
に
か
く
介
護
保
険
が

う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
、
使

え
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
市

民
と
一
緒
に
制
度
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

痴
呆
老
人
の
抱
え
る
問
題

は
、
実
は
す
べ
て
の
人
々
に
と

っ
て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
国
際
高
齢
者
年
で
し

た
が
、
保
険
医
協
会
で
は
社
会

保
障
の
研
究
者
、
福
祉
現
場
の

方
々
、
さ
ら
に
は
市
民
と
と
も

に
「
国
際
高
齢
者
年
石
川
Ｎ
Ｇ

Ｏ
」
を
作
り
、
事
務
局
を
引
き

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
近
々
、
介
護
保
険
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
も
発
足
さ
せ
る
予

定
で
す
。「
す
べ
て
の
年
齢
の

人
々
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
石
川
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
合
い
言
葉
で
す
。
二
十

一
世
紀
に
向
か
っ
て
人
権
が
守

ら
れ
る
社
会
、
す
べ
て
の
年
齢

の
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
の
創
造
を
確
実
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
、

さ
ら
に
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て

進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
小
坂
】あ
る
病
院
で
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
「
家
の
事
情
で
ど

う
し
て
も
自
宅
へ
帰
れ
な
い
。

ど
う
す
る
？
　
特
養
で
も
行
き

ま
す
か
」
と
い
う
話
を
相
当
呆

け
が
ひ
ど
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

し
た
と
こ
ろ
、「
わ
し
を
人
間

的
に
扱
っ
て
く
れ
る
所
な
ら
ど

こ
で
も
い
い
わ
」
と
い
う
返
事

を
し
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を

聞
い
て
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

呆
け
た
お
年
寄
り
は「
あ
あ
、

こ
こ
な
ら
自
分
が
い
じ
め
ら
れ

な
い
、
安
心
し
て
い
ら
れ
る
」、

そ
う
い
う
受
容
的
な
環
境
な
ら

ば
ど
こ
で
も
い
い
わ
け
で
す
。

【
高
松
】病
院
が
困
る
の
は

〝せ

ん
妄
〟
で
、
と
く
に
大
声
を
上

げ
ら
れ
る
と
大
変
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
防
音
室
を
一
つ
く
ら

い
ぜ
ひ
、
作
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。
痴
呆
専
用
室
を
作
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
司
会
】病
院
医
療
も
恐
ら
く
開

業
医
の
在
宅
医
療
に
し
て
も
、

小
坂
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
受

容
的
態
度
が
き
ち
ん
と
医
療
者

の
基
本
精
神
と
し
て
あ
れ
ば
、

病
診
連
携
は
駆
け
引
き
じ
ゃ
な

く
て
う
ま
く
い
く
気
が
し
ま
す

ね
。

【
坪
坂
】病
診
連
携
で
駆
け
引
き

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
、
悲
し
い
で
す
ね
。

【
小
坂
】受
容
的
な
環
境
と
い
う

の
は
、
精
神
論
で
な
く
て
、
単

な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ん
で
す
。

お
年
寄
り
の
言
っ
て
い
る
こ
と

を
否
定
し
な
い
で
受
け
答
え
す

る
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
わ
け
で

す
。
今
ま
で
ワ
ア
ワ
ア
し
て
い

た
人
が
意
外
と
、「
あ
あ
、
こ

こ
で
い
い
ん
だ
」
と
思
っ
て
落

ち
つ
く
と
、
非
常
に
介
護
が
楽

に
な
っ
て
き
ま
す
。

【
坪
坂
】私
た
ち
も
実
際
に
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と

【
加
藤
】私
は
、
社
会
保
障
の
問

題
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
環
境
問

題
や
教
育
問
題
な
ど
に
つ
い
て

も
社
会
全
体
が
危
機
的
な
方
向

に
走
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が

互
い
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、

医
療
分
野
で
働
く
人
は
広
い
視

野
に
立
っ
た
運
動
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】ま
っ
た
く
同
感
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
ま
で

あ
と
少
し
、
保
険
医
協
会
は
ま

す
ま
す
忙
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
保
険
医
協
会
の
財
産
で
あ

り
ま
す
広
く
豊
か
な
人
間
関
係

の
総
力
を
発
揮
す
る
と
き
が
来

た
と
い
う
思
い
で
す
。

本
日
は
痴
呆
老
人
の
病
診
連

携
の
問
題
を
通
し
て
、
二
十
一

世
紀
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
と

社
会
の
展
望
に
つ
い
て
ま
で
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

患者さんの入院で、駆け引きをし
なければならないというのは悲し
いですね・・・と、坪坂了子氏

病
院
に
痴
呆
専
用
室
を

な
ぜ
起
き
る
入
院
拒
否

広
い
視
野
で
運
動
を
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――

さ
て
、
恒
例
の
質
問
か
ら

始
め
ま
す
。
ま
ず
、
先
生
の
履

歴
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

私
は
広
島
県
生
ま
れ
で
、
一

九
七
五
年
に
鹿
児
島
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
ま
し
た
。
同
年
創

設
期
の
金
沢
医
科
大
学
小
児
外

科
学
教
室
に
入
局
し
ま
し
た
。

当
時
、
不
治
の
病
と
言
わ
れ
て

い
た
先
天
性
胆
道
閉
鎖
症
の
手

術
治
療
が
日
本
で
開
発
さ
れ
た

時
期
で
、
そ
の
こ
と
に
大
変
心

が
引
か
れ
た
わ
け
で
す
。以
来
、

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病
、
胆

道
閉
鎖
症
に
伴
う
食
道
静
脈
の

内
視
鏡
的
硬
化
療
法
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。

――

肝
臓
移
植
に
つ
い
て
ず
い

ぶ
ん
と
研
究
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
が
。

胆
道
閉
鎖
症
で
硬
化
療
法
を

行
っ
た
僕
の
患
者
さ
ん
が
、
日

本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ
リ
カ

で
肝
臓
移
植
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
日
本
に
お
け
る
肝
移
植
研

究
の
必
要
性
を
痛
感
し
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
留
学
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
帰
国
し
た
当
時
は
ま

だ
日
本
で
は
臓
器
移
植
の
環
境

が
整
っ
て
お
ら
ず
、
移
植
患
者

を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
送
る
橋

渡
し
役
と
帰
国
後
の
術
後
管
理

を
行
い
ま
し
た
。

――

す
ば
ら
し
い
お
仕
事
を
さ

れ
た
わ
け
で
す
ね
。
さ
て
、
そ

こ
で
開
業
と
な
る
と
百
八
十
度

方
向
転
換
す
る
わ
け
で
す

が
・
・
・
。

大
学
の
二
十
三
年
間
で
小
児

外
科
医
と
し
て
の
自
分
が
で
き

る
す
べ
て
を
や
り
尽
く
し
た
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
未
練
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
高
松
町
に
住
ん
で
い
ま
し

た
し
、
こ
の
地
で
今
ま
で
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の

医
療
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
は
、
毎
日
が
新
し
い
経

験
の
連
続
で
、
ま
る
で
一
年
生

の
医
者
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
何
事
も
か
え
っ
て
新
鮮
で

楽
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

――

実
際
に
は
ど
ん
な
患
者
さ

ん
が
多
い
で
す
か
。

小
児
、
成
人
、
お
年
寄
り
そ

れ
ぞ
れ
が
三
分
の
一
ず
つ
位
で

す
。
疾
患
の
種
類
は
多
岐
に
渡

っ
て
お
り
ま
す
。
内
視
鏡
を
中

心
と
し
た
検
診
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

――

診
療
上
の
モ
ッ
ト
ー
と
ス

タ
ッ
フ
の
研
修
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
『
ド

ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
イ
』
で

――

保
険
医
協
会
に
関
し
て
の

コ
メ
ン
ト
を
。

保
険
医
協
会
は
現
在
の
自
分

が
帰
属
す
る
大
切
な
団
体
と
考

え
て
い
ま
す
。
協
会
か
ら
は
医

師
会
と
異
な
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
入
手
で
き
ま
す
し
、
開

業
医
に
直
接
役
立
つ
情
報
も
豊

富
で
す
。

――

お
休
み
の
日
な
ど
は
何
を

し
て
お
過
ご
し
で
す
か
。

昔
、
親
し
ん
で
い
た
ギ
タ
ー

を
ま
た
引
っ
ぱ
り
出
し
て
触
っ

て
い
ま
す
。
好
き
だ
っ
た
ビ
ー

ト
ル
ズ
を
弾
い
て
み
た
ら
指
が

動
か
な
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ら
何
で
も

知
っ
て
い
る
く
ら
い
好
き
で
し

た
か
ら
も
う
一
度
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇

取
材
が
終
わ
っ
て
昔
話
に
花

が
咲
き
、
お
い
と
ま
す
る
の
が

す
っ
か
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
玄
関
先
に
送
り
に
出

ら
れ
た
先
生
に
ヨ
ッ
ト
の
マ
ー

ク
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
大
き
な
船
か
ら
降
り
て
、
ひ

と
り
気
ま
ま
に
航
海
す
る
意
味

で
す
」
と
の
お
答
え
で
し
た
。

あ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

い
ま
す
。
人
生
で
傷
つ
い
た
体

や
心
を
癒
し
、
元
気
を
取
り
戻

す
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
そ
の
意
味
か
ら
医
療
の
プ

ロ
と
し
て
の
役
割
と
医
療
の
本

分
を
問
い
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
研

修
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
院

外
講
師
に
よ
る
研
修
会
や
ス
タ

ッ
フ
各
自
が
テ
ー
マ
を
選

び
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
ら

が
講
師
と
な
っ
て
討
論
す

る
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
朝
僕
も
含
め
た

全
員
の
輪
番
で
三
分
間
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
取
り
方
が
大
変
向
上
し

て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
は

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
そ
れ
ぞ

れ
の
目
線
の
高
さ
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
と

話
し
て
い
ま
す
。

スタッフのみなさんとご一緒に（前列右側が奥様の真潮〔ましお〕さん）

インテリアがきれいな明るい待合室

随所に患者さんへのいたわりが

毎日が新しい経験の連続です……と、北谷秀樹先生

今
回
は
一
九
九
八
年
十
月
に
河
北
郡
高
松
町
に
開
業
さ
れ

ま
し
た
北
谷
秀
樹
先
生
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
海
の
町
高
松

に
ふ
さ
わ
し
い
ヨ
ッ
ト
マ
ー
ク
の
つ
い
た
医
院
の
門
を
く
ぐ

る
と
懐
か
し
い
先
生
の
顔
が
私
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
医
院
は
女
性
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
設
計
し
た

だ
け
あ
り
、
待
合
室
の
吹
き
抜
け
式
天
井
に
は
シ
ー
リ
ン
グ

フ
ァ
ン
が
ゆ
っ
く
り
回
り
、
間
接
照
明
が
ク
リ
ー
ム
色
の
壁

面
を
柔
ら
か
く
照
ら
し
て
い
ま
す
。
各
部
屋
の
表
示
パ
ネ
ル

は
先
生
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で

す
。
処
置
兼
理
療
室
の
中
央
に
は
高
い
明
か
り
取
り
窓
を
取

り
付
け
る
な
ど
随
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

〔
聞
き
手
／
北
山
吉
明
（
金
沢
市
・
形
成
外
科
）〕

ジ
ャ
ン
ル
の
違
っ
た

医
療
を
し
た
く
て

ド
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
イ
を

モ
ッ
ト
ー
に

大
切
な
存
在

保
険
医
協
会

ヨットのマークは「大きな船から降りて、ひとり気ままに航海
する」という意味

北谷 秀樹 
先生の巻 

北谷クリニック 
河北郡高松町字高松ア1の182
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株式会社 スズケン 
金沢市問屋町2丁目50番地 〒920‐0061 
TEL（076）237‐7171 FAX（076）237‐5507

〒460‐0002 名古屋市中区丸の内3‐17‐29 丸の内iaビル6F 
TEL 052‐951‐6510　FAX 052‐951‐6530

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。 

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。 

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同 

健康応援オーケストラ 

金沢支店／金沢市神宮寺3丁目1番36号 1（076）252‐3111

〒920‐0853  金沢市本町1‐5‐2 
リファーレ8F 

TEL（076）234‐3680

藤沢薬品工業株式会社 
大阪支店 金沢営業所 

取締役社長　安　藤　謙　治 
本　社　金沢市西念1丁目2番26号  TEL 231‐6500 
営業所　金沢・小松・七尾・福井 

ホク  ホー     イ    ヤク 

健やかな喜びを願う 

東京都千代田区二番町12‐7 〒102‐0084

自然と健康を科学する漢方のツムラ 
ツムラは、医療用漢方製剤の科学的研究を通じて、 
21世紀に至る長寿社会に 
貢献していきたいと願っております。 

総合医薬メーカー 

取締役社長　黒　崎　昌　俊 
本　　　　社　金沢市久安3丁目406  TEL（076）247‐1231 
松任第一工場　松任市上安田町236 
発送センター　松任市上安田町236 
第一研究所　松任市福留町233‐1

〒920‐0853 金沢市本町1丁目5‐2 
TEL（076）２６２－７３３１ 

武田薬品工業株式会社 
金沢営業所  

本社　金沢市無量寺町ハ1番地　〒920‐0392 
TEL（076）266‐4141　FAX（076）266‐4111

ヒューマンヘルスサービス 

〒920‐0918  金 沢 市 尾 山 町６番 30 号  
TEL（076）263‐1211㈹  FAX（076）263‐1216

金 沢 出 張 所 

本　社／石川県金沢市西泉2丁目180番地 

株式会社 フレット 〒920‐0856 金沢市昭和町16‐1 ヴィサージュ15F 
電話（076）261‐4527  FAX（076）262‐3904

大鵬薬品工業株式会社 
金沢支店 

ネスコカンパニー 金沢支店 
〒920‐0805 金沢市小金町9番20号（万石ビル2F） 
TEL  076‐252‐1921　 FAX  076‐252‐2167

もっと素晴しい健康を 

株式会社アズウェル 

〒920‐0064 金沢市南新保町ハ68‐2 
TEL（076）221‐8111  FAX（076）223‐3590

田辺製薬株式会社 
金沢支店  

金沢市森戸1丁目97番地5 
TEL（076）240‐2333

金沢出張所 〒920‐0031 金沢市広岡3‐1‐1 金沢パークビル8F 
TEL（076）233‐6111　FAX（076）233‐6117

〒920‐0906 金沢市十間町5番地 
　　　　　　 千代田火災金沢ビル6F 

TEL（076）232‐6766

中外製薬株式会社 
金沢出張所 

心身共に健やかな空間は生活の原点です。 

医院・住宅建築，  設計・施工・増改築，  １級建築士事務所 

㈲S.H.C.C.住まいの研究社　協同 

金沢市疋田1丁目333番地  1076‐251‐3110

健康を、生みだす力、届ける心。 
山之内グループは、人と地球のいきいきとした毎日に貢献します。 “健康”それだけでひとつの美しさ 

クスリの 
金沢市入江2‐173    〒921‐8011 
Tel 076‐292‐8898　Fax 292‐8897

KODAK、X‐レイ製品代理店 
　　　 （レントゲンフィルム・ドライプリンター・ネットワーク関連機器等） 

株式会社 メディカルエーゼット 

〒920‐0016  金沢市諸江町中丁160‐1 
TEL（076）223‐2367

大塚製薬株式会社 
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ALOKA
Sclence & Humanity

TEL 076（240）8033  FAX 076（240）8036 
ホームページアドレス　http://www.aloka.co.jp

石川県保険医協会 保険医年金 
 休　業　保　障共済制度引受会社 

〒920‐0918 金沢市尾山町3番11号  TEL（076）263‐3255㈹ 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。 

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

　
　
　
お
願
い
致
し
ま
す
。 

保
険
医
協
会
協
賛
会
社
一
同 

明日の健康と新産業創造のパートナー 

本　社　〒920‐0385  金沢市松島1丁目40番地 
 TEL（076）269‐1880㈹  FAX（076）269‐2522 
 支店／富山・福井　営業所／七尾 
 技術センター／松任 〒920‐0853  金沢市本町2‐11‐7  TEL（076）263‐8851

石川県保険医協会  グループ保険  共済制度引受会社 保険医年金 

富国生命保険相互会社 

シティ ワキタ フォト 

富士メディカル・東芝メディカル・キヤノン事務機・カメラ・電化品 

株式
会社　北陸ワキタ 

金沢市鳴和2丁目9‐25 TEL（076）252‐4381 
七尾市所口町チ6‐6 TEL（0767）52‐3509

富山・福井・名古屋・長野 

石川県保険医協会グループ保険制度 
引受幹事会社 

太陽生命保険相互会社 

〒920‐0902 金沢市尾張町１丁目８番23号 
TEL（076）222‐0736

明日の医療を見つめる。 

株式会社半 田 
■本　　　社　〒920‐0025  金沢市駅西本町2丁目11番29号 
　　　　　　　TEL（076）222‐5111㈹  FAX（076）264‐2334 
■七尾営業所　〒926‐0816  七尾市藤橋町巳部45番3号 
　　　　　　　TEL（0767）53‐8355㈹  FAX（0767）53‐8330 
■富山営業所　〒939‐8222  富山市蜷川342番1号 
　　　　　　　TEL（076）493‐8110㈹  FAX（076）494‐2020

YASUDA LIFE

保険医年金 
受 託 会 社  

〒920‐0901 金沢市彦三町2‐1‐45 
TEL（076）231‐2116 
FAX（076）264‐8659

金沢支社 

㈱ 日 立 メデ ィコ  
J M S 販 売 ㈱  

日本メドトロニック㈱ 
富 士 写 真 光 機 ㈱  

医療機器販売 

株式会社 

金 沢 支 店  

〒920‐0918 金沢市尾山町6‐25 
 TEL （076）223‐9912 
 FAX （076）260‐5455

株式会社メディコム北陸 
レセプトコンピュータの先駆者「メディコム」 

本社／金沢市北安江1丁目3‐24 ピア金沢2F 
TEL（076）234‐1411㈹ FAX（076）233‐7633㈹ 

レセプトコンピュータ、メーカー直系の販社です。 

三谷石油サービス株式会社 

販売部直売課 〒920‐0862  金沢市芳斉1丁目3番3号 
 TEL（076）222‐5212  FAX（076）222‐3049 

本　社 TEL（076）263‐6171㈹  FAX（076）262‐5295

あらゆる医療分野に、 
誠実に対応いたします。 

本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL076‐237‐5555㈹  FAX076‐237‐6584 
支店／富山、福井、大阪　営業所／七尾、高岡、砺波、京都 

〒920‐0801　金沢市神谷内町ニ61 
TEL（076）252‐4321㈹ FAX（076）251‐4171

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 

ESSO

人工臓器専門商社 

株式会社 

代表取締役　林　寺　　紘 
本　　　　社／金沢市笠舞本町2丁目26番7号 
 電話（076）222‐6531 
石 引 分 室／金沢市石引3丁目7番57号 
テクニカルセンター／金沢市石引4丁目5番4号 
営　　業　　所／富山・東京・横浜・福岡 

人と地球の 
　　　　安全のために 
石川県医療廃棄物事業協同組合 

石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

株式会社エスアールエル北陸 

〒920‐0376　石川県金沢市福増町北839番地 
TEL（076）269‐3870（総務） FAX（076）249‐1976 
お客様専用電話 （076）249‐1919（代表） 

医療機器の提供から、病院開業・経営のサポートまで 

セントラルメディカル株式会社 

本　社　金沢市北安江2丁目19番3号  〒920‐0022 
Tel.076（223）6688㈹  Fax.076（223）7255 

出張所　富山県砺波市栄町３番２号   〒939‐1371 
Tel.0763（34）7020　  Fax.0763（34）7030

〒921‐8035  金沢市泉が丘1‐2‐33 
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

ソノダ印刷株式会社 

本　社　〒920‐0067  石川県金沢市駅西第2土地区画整理事業139街区2号 
　　　　1（076）222‐2321㈹ 
営業所　金沢・富山・福井・武生・敦賀・小矢部 

正確にスピーディに検査情報をお届けします 

登録衛生検査所 

北陸メディカルサイエンス 

アルプ薬局チェーン 
まごころで健康を 

大額・粟崎・大浜・花里・小松 
〈今春オープン予定〉松任・高岡 

保　険　調　剤　薬　局 

薬剤師募集中 
本部：株式会社 ファルコバイオシステムズ北陸 

〒920‐0217 金沢市近岡町309番地 
Tel（076）237‐4230　Fax（076）239‐0331

〒920‐0902  金沢市尾張町1丁目9番11号 
TEL（076）222‐5373  FAX（076）231‐5156

三井海上・代理店（第2休業保障担当） 

有限会社 ヒポクラテス 
代表取締役　高 松 弘 明 
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●同封の読者アンケートハガキまたは官製ハガキにクイズの答
え、住所、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙
を読まれた感想をご記入の上、お送り下さい。（応募はお一人
様一通に限らせていただきます。） 
●当選発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。 
　［締切り］２０００年1月３０日（当日消印有効） 

正解者の中から抽選で20人の方に 
8面で紹介した絵本『たんけん辰巳用水』を 

お送りします。 

――どなたでもご応募いただけます―― 
１
　
正
月
、
門
前
に
か
ざ
る
松
 

２
　
性
格
よ
り
顔
で
選
ぶ
―
食
い
 

３
　
上
と
下
、
―
―
無
用
 

４
　
ね
ん
ど
と
石
灰
の
粉
末
接
合
材
 

５
　
ヤ
リ
―
―
。
ホ
タ
ル
―
―
 

６
　
一
人
用
の
部
屋
 

８
　
江
戸
川
乱
歩
の
―
―
二
十
面
相
 

１０
　
ト
ラ
ン
プ
で
女
王
の
絵
の
ふ
だ
 

１２
　
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
、
国
名
は
?
 

１４
　
年
の
若
い
人
、
少
年
、
青
年
 

１６
　
気
が
つ
か
な
い
で
何
か
を
す
る
 

１８
　
ス
ポ
ー
ツ
で
得
点
な
ど
数
え
る
 

２０
　
失
望
し
た
と
き
に
つ
く
息
 

２２
　
香
料
で
作
っ
た
化
粧
品
の
一
つ
 

２３
　
守
礼
門
が
図
柄
予
定
の
―
―
札
 

２５
　
道
理
に
合
わ
な
い
理
屈
 

２８
　
飼
っ
た
魚
を
有
料
で
釣
る
場
所
 

３０
　
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
が
う
つ
す
高
熱
病
 

３２
　
悪
い
状
態
か
ら
再
び
立
ち
直
る
 

３４
　
ア
ル
プ
ス
山
中
の
中
立
国
 

３７
　
熱
帯
の
川
に
住
む
は
ち
ゅ
う
類
 

 

１
　
竜
宮
城
へ
浦
島
太
郎
を
連
れ
て
行

っ
た
動
物
 

３
　
こ
と
わ
ざ
、
画
竜
―
―
を
欠
く
 

６
　
登
竜
門
を
滝
の
ぼ
り
し
た
―
―
は

竜
に
な
る
と
い
う
 

７
　
「
敏
感
」
の
反
対
語
は
?
 

９
　
布
や
手
で
目
を
見
え
な
く
す
る
 

１１
　
―
―
の
計
は
元
旦
に
あ
り
 

１３
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話
 

１５
　
頭
に
あ
る
ウ
ズ
マ
キ
 

１７
　
パ
ン
ダ
カ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
車
 

１９
　
高
速
道
路
の
出
入
り
口
 

２１
　
船
や
航
空
機
が
航
路
を
進
む
 

２３
　
太
陽
が
し
ず
む
方
角
は
?
 

２４
　
ド
イ
ツ
語
で
童
話
・
お
と
ぎ
話
 

２６
　
野
菜
の
一
種
。
―
―
の
大
ぼ
く
 

２７
　
せ
ぼ
ね
。
魚
や
鳥
は
―
―
動
物
 

２９
　
酸
性
か
?
ア
ル
カ
リ
性
か
?
 

３１
　
力
の
こ
も
っ
た
作
品
 

３３
　
米
、
ご
は
ん
。
英
語
で
は
?
 

３５
　
笑
う
と
ホ
オ
に
で
き
る
ク
ボ
ミ
 

３６
　
ウ
ソ
。
実
際
と
ち
が
う
こ
と
 

３８
　
学
業
や
職
業
の
経
歴
。
―
―
書
 

３９
　
航
空
機
ど
う
し
の
異
常
接
近
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タ
テ
の
カ
ギ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

スタートからゴールまで、しりとりをしながら迷路のように進んで下さい。進め
る方向は上下左右です。正解ルートの中で羽子板から数えて20番目に通っ
たマスに書かれてある絵はなんでしょうか。それが答えです。 

スタート 

ゴール 
（答え３面） 

問題 

（
答
え
３
面
）



2000年１月15日（毎月15日発行）（16）第332号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
米
ノ

は
、
北
陸
一
の
ダ
イ
ブ
・
ス
ポ

ッ
ト
だ
。
休
日
に
は
滋
賀
、
京

都
、
岐
阜
、
愛
知
か
ら
も
ダ
イ

バ
ー
た
ち
が
馳
せ
参
じ
る
。
私

の
住
む
松
任
市
か
ら
午
前
七
時

に
出
発
し
、
北
陸
自
動
車
道
を

南
下
、
鯖
江
イ
ン
タ
ー
で
降
り

て
、
越
前
海
岸
へ
と
向
か
う
。

織
田
信
長
一
族
の
発
祥
地
で
あ

る
織
田
町
を
過
ぎ
る
ま
で
は
平

坦
な
道
が
続
く
が
、
そ
こ
か
ら

峠
を
登
り
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
、
セ
カ
ン
ド
・
レ
ン
ジ
に
入

れ
っ
ぱ
な
し
と
な
る
急
峻
な
下

り
が
続
き
、
突
然
、
目
の
前
に

日
本
海
が
開
け
る
。

越
前
町
は
、
山
と
海
の
間
の

狭
隘
な
土
地
で
あ
る
が
、
温
泉

と
海
の
幸
に
恵
ま
れ
、
車
が
や

っ
と
交
差
で
き
る
道
路
の
両
側

に
、
旅
館
、
民
宿
、
料
理
屋
、

食
堂
、
寿
司
屋
、
魚
屋
等
が
軒

を
連
ね
、
ダ
イ
ブ
・
シ
ョ
ッ
プ

も
点
在
す
る
。
馴
染
み
の
シ
ョ

ッ
プ
、
シ
ー
・
モ
ア
へ
着
き
器

材
を
準
備
す
る
と
、
一
本
目
の

エ
ン
ト
リ
ー
場
所
、
学
校
下
へ

と
移
動
す
る
。
こ
こ
は
か
つ
て

小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
だ
が
、

過
疎
化
の
た
め
、
今
は
立
派
な

老
人
ホ
ー
ム
が
建
っ
て
い
る
。

小
学
校
が
残
し
て
く
れ
た
海
水

プ
ー
ル
に
入
り
体
を
慣
ら
す

と
、
海
水
の
取
水
口
を
通
っ
て

外
海
へ
と
出
る
。
先
導
し
て
く

れ
る
の
は
、
頭
が
私
の
タ
コ
仲

間
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
稲

葉
氏
だ
。

一
九
九
九
年
の
九
月
十
二
日

は
気
温
三
十
度
、
水
温
二
十
七

度
。
快
晴
で
波
も
無
く
、
絶
好

の
ダ
イ
ビ
ン
グ
日
和
で
あ
っ

た
。
海
水
の
透
明
度
も
十
二
メ

ー
ト
ル
と
、
良
好
で
あ
る
。
潜

っ
て
す
ぐ
に
ア
イ
ナ
メ
の
胴
体

に
し
っ
か
り
と
足
を
絡
ま
せ
、

食
べ
な
が
ら
悠
然
と
泳
ぐ
ア
オ

リ
イ
カ
を
見
る
。
哀
れ
な
ア
イ

ナ
メ
を
救
う
べ
く
私
が
捕
む

と
、
墨
を
流
し
な
が
ら
イ
カ
太

郎
は
大
慌
て
で
逃
げ
て
い
っ

た
。
日
本
海
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
楽
し
み
の
一
つ
に
、
日
常
、

私
た
ち
が
寿
司
屋
の
カ
ウ
ン
タ

ー
で
見
る
魚
た
ち
と
遭
遇
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。

休
憩
の
後
、
二
本
目
は
古
び

た
漁
船
で
か
れ
い
崎
の
沖
へ
出

て
、
背
面
か
ら
海
へ
飛
び
込
む

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
・
ロ

ー
ル
・
エ
ン
ト
リ
ー
だ
。
水
深

十
七
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
潜

る
。
海
中
で
は
暖
流
の
対
馬
海

流
に
乗
っ
て
亜
熱
帯
の
海
か
ら

や
っ
て
き
た
黄
色
や
青
の
カ
ラ

フ
ル
な
魚
た
ち
と
も
会
え
る
。

こ
の
珍
客
た
ち
は
厳
し
い
北
陸

の
冬
が
耐
え
ら
れ
ず
に
全
滅
し

て
し
ま
い
、
暖
か
く
な
る
と
ま

た
子
孫
た
ち
が
訪
れ
て
く
れ

る
。ダ

イ
ビ
ン
グ
を
終
え
、
料
理

旅
館
の
金
龍
に
行
き
、
遅
め
の

昼
食
を
と
る
。一
人
五
千
円
で
、

豪
華
な
船
盛
り
の
刺
身
や
蟹
、

揚
げ
物
な
ど
、
と
て
も
食
べ
き

れ
な
い
量
が
出
て
く
る
。
食
後

に
は
日
本
海
を
見
な
が
ら
露
天

風
呂
に
入
る
と
、
ヌ
ル
ヌ
ル
と

し
た
お
湯
が
体
を
優
し
く
包
み

こ
み
疲
れ
を
取
っ
て
く
れ
る
。

沈
む
夕
陽
と
競
争
す
る
よ
う
に

家
路
を
急
ぎ
、
午
後
七
時
ご
ろ

に
は
帰
宅
す
る
。

グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
ハ
ワ

イ
で
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
す
ば
ら

し
い
が
、
越
前
で
の
ダ
イ
ブ
は

ま
た
違
う
楽
し
み
方
を
教
え
て

く
れ
る
。
そ
れ
は
南
の
海
の
マ

リ
ン
・
ブ
ル
ー
と
比
す
と
、
清

澄
な
透
明
度
と
表
現
し
た
い

海
。新
鮮
で
お
い
し
い
魚
料
理
、

豊
潤
な
温
泉
、
そ
し
て
心
優
し

き
人
々
で
あ
る
。

十
三
年
前
に
現
在
地
に
診
療

所
を
移
転
し
た
の
を
機
に
、
歯

周
治
療
に
取
り
組
も
う
と
思
っ

た
。
初
め
て
来
日
し
た
Ｄ
ｒ．

リ
ン
デ
の
講
習
会
を
聴
き
、
目

の
前
が
明
る
く
な
っ
た
の
も
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
だ
。
自
分

で
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
、
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
を
行
い
、
コ
ツ
コ
ツ

と
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

歯
周
治
療
の
患
者
さ
ん
が
増

え
る
に
伴
い
、
ス
タ
ッ
フ
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
、
勉
強
会
を

不
定
期
に
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
七
年
前
か
ら
は
、
他
院
の

ス
タ
ッ
フ
も
受
け
入
れ
、
月
に

一
回
休
診
に
し
て
定
期
的
に
研

修
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ

『
健
口
家
族
』
で
あ
る
。
受
講

者
に
は
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
も

ら
い
、『
健
口
家
族
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』

を
発
行
し
て
い
る
。
ス
タ
デ
ィ

グ
ル
ー
プ
「
健
口
家
族
」
で
は

常
に
「
未
完
成
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
未
来
に
希
望
を
も
っ
て
、

人
の
や
さ
し
さ
を
求
め
て
研
修

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

リ
ン
デ
の
考
え
を
自
分
の
臨

床
に
取
り
入
れ
た
よ
う
に
、
常

に
柔
軟
性
は
用
意
す
る
。
一
つ

の
意
見
に
凝
り
固
ま
る
こ
と
な

く
自
分
で
地
道
に
確
か
め
な
が

ら
、
中
庸
を
心
が
け
て
少
し
ず

つ
前
に
進
み
た
い
。

大
人
で
は
、
口
腔
内
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
向
上
す
る
意

欲
を
持
つ
人
の
お
手
伝
い
を
し

て
、歯
周
病
治
療
を
主
に
考
え
、

歯
を
残
し
な
が
ら
一
生
お
付
き

合
い
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

歯
周
病
の
患
者
さ
ん
に
は
、

ま
っ
た
く
染
ま
ら
な
い

P
laq

u
e
free

を
求
め
る
の
で

な
く
、
少
し
ぐ
ら
い
の
ば
い
菌

が
い
て
も
健
康
な
歯
肉
で
過
ご

せ
るP

la
q
u
e
co
n
tro

l

を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
に
は
虫
歯
を
削
っ
て

詰
め
る
修
理
よ
り
、
原
因
を
見

つ
け
て
生
活
改
善
を
目
指
す
予

防
を
優
先
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
カ
リ
エ
ス
に
な
っ
て
歯
を

削
ら
れ
に
通
っ
て
く
る
子
ど
も

よ
り
、
ハ
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
喜

ん
で
チ
ェ
ア
ー
に
座
る
子
ど
も

が
増
え
て
き
た
。

や
が
て
診
療
室
に
意
欲
あ
ふ

れ
る
健
康
な
人
が
増
え
、
ス
タ

ッ
フ
も
自
信
を
持
っ
て
楽
し
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
や
り
が
い
が
で
き

て
診
療
室
の
雰
囲
気
が
明
る
く

な
っ
た
。
患
者
や
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
答
え
て
ゆ
く
努
力
を
惜
し

ま
な
い
限
り
、
歯
科
医
業
に
は

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

魚群とたわむれる紺谷信夫氏
（1999年7月19日・グアムにて）

私
、
六
十
年
以
上
住
み
慣

れ
た
懐
か
し
い
金
沢
を
離
れ

て
約
二
年
に
な
り
ま
す
が
、

未
だ
に
金
沢
と
気
持
ち
を
結

び
つ
け
て
く
れ
て
い
る
の
が

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
で
す
。

金
沢
を
去
る
時
、
神
田
事
務

局
長
か
ら
「『
石
川
保
険
医

新
聞
』
は
お
送
り
し
ま
す
か

ら
」
と
言
わ
れ
、
以
来
、
毎

月
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、

い
つ
も
協
会
の
現
状
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
金

沢
で
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
ま
す
。

十
月
号
も
一
日
か
け
て
隅

か
ら
隅
ま
で
読
み
ま
し
た
。

六
面
に
二
〇
〇
〇
年
新
年
号

の
原
稿
募
集
の
案
内
が
あ

り
、
お
礼
の
た
め
に
何
か
原

稿
を
書
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
が
、
一
面
に
創
立
二
十
五

周
年
特
別
企
画
の
記
事
が
あ

り
、
協
会
も
創
立
後
二
十
五

年
た
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
協
会
の
思
い
出
を
少
し

書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
思
い
出
し
た
の
が
一

九
九
五
年
三
月
に
発
刊
さ
れ

た
『
石
川
保
険
医
協
会
二
十

年
の
あ
ゆ
み
』
で
し
た
。
そ

の
内
容
を
読
み
返
し
て
み
ま

す
と
数
々
の
思
い
出
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
記
念
誌
の
表

紙
絵
の
兼
六
園
の
風
景
画

は
、
私
の
友
人
だ
っ
た
故
、

石
田
直
行
君
（
元
石
田
病
院

院
長
・
寺
町
）
の
絵
で
、
そ

の
原
画
は
私
が
譲
り
受
け
、

今
で
は
石
川
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
献
血
者
待
合
室

に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
約
十
二
年
間
、
二

代
目
の
保
険
医
協
会
会
長
と

し
て
、
ま
た
、
北
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
の
保
団
連
常
任
幹

事
と
し
て
協
会
の
活
動
に
邁

進
し
た
こ
ろ
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の

間
、
理
事
、
役
員
の
先
生
方
、

事
務
局
長
の
神
田
君
ら
の
ご

協
力
が
あ
っ
た
た
め
に
で
き

た
こ
と
で
、
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

現
在
の
協
会
は
当
初
と
ま

っ
た
く
違
い
、
会
員
数
も
活

動
の
豊
か
さ
に
お
い
て
も
発

展
し
、
開
業
医
に
と
っ
て
は

絶
対
必
要
な
組
織
に
な
っ
た

も
の
だ
と
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
友

人
で
あ
っ
た
医
師
の
ご
子
息

で
あ
り
ま
す
柴
山
君
、
牛
村

君
ら
が
役
員
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
聞
き
、
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
お

二
人
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈

念
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ま
で
努
力
さ

れ
た
役
員
の
先
生
方
へ
の
お

礼
と
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
ご

尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

『石川保険医新聞』で金沢を想う 

名誉会長　後藤田　博之 （熱海市在住） 

協会創立25周年を迎えて 

紺
谷
　
信
夫 

（
松
任
市
・
内
科
） 

清
澄
な
透
明
度
と 

　
お
い
し
い
魚
と
温
泉
と 

越
前
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス 

小
島
　
登 

（
内
灘
町
・
歯
科
） 

努
力
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば 

　
　
　 

無
限
の
可
能
性
が 

ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ『
健
口
家
族
』 
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初
冬
の
木
曜
正
午
、
雷
雨
注

意
報
が
出
さ
れ
る
中
、
杉
野
事

務
局
員
と
連
れ
立
っ
て
辰
口
町

へ
と
取
材
旅
行
を
強
行
し
た
。

幸
い
時
折
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
程

度
で
、南
の
風
も
吹
き
込
ん
で
、

こ
の
時
期
と
し
て
は
過
ご
し
や

す
い
一
日
と
相
成
っ
た
。

杉
野
氏
操
る
パ
ソ
コ
ン
と
い

う
名
の
電
子
計
算
機
は
、
最
近

流
行
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
称

す
る
た
だ
な
ら
ぬ
世
界
に
入
り

込
み
、
辰
口
町
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
す
で
に
情
報
収
集
が

終
わ
っ
て
い
た
。杉
野
氏
曰
く
、

あ
の
三
十
巻
ほ
ど
の
百
科
事
典

の
幾
千
、
幾
万
倍
の
情
報
か
ら

瞬
時
に
好
み
の
情
報
が
取
り
出

せ
る
と
い
う
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
な
世
界
が
現
実
に
あ
る
と
い

う
。
あ
の
小
さ
な
箱
の
中
に
如

何
に
し
て
何
万
冊
と
い
う
百
科

事
典
を
入
れ
る
の
か
を
考
え
る

と
、
地
上
で
組
み
立
て
た
地
下

鉄
車
両
を
ど
う
や
っ
て
地
下
の

線
路
に
持
っ
て
い
く
の
か
を
考

え
る
よ
り
も
答
え
が
遠
の
い
て

い
く
。
そ
ん
な
に
便
利
な
ら
挑

戦
し
て
み
よ
う
か
と
ふ
と
思
い

を
巡
ら
せ
て
は
み
た
が
、
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
よ
り
も
ス
イ
ッ
チ

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
機
械
を
操
る

の
は
、
明
治
の
に
お
い
を
か
い

だ
わ
が
身
の
運
動
神
経
で
は

少
々
難
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と

で
、
所
詮
機
械
は
機
械
、
人
間

様
に
勝
る
わ
け
が
な
い
・
・
・

と
居
直
る
こ
と
に
相
成
り
候
。

さ
て
、
雄
大
な
暴
れ
川
の
歴

史
を
残
す
辰
口
町
へ
は
金
沢
市

内
か
ら
加
賀
産
業
道
路
に
て
約

三
十
分
程
度
。
手
取
川
に
架
か

る
川
北
大
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の

三
ッ
口
の
交
差
点
を
左
折
す
る

こ
と
五
分
で
、
最
初
の
訪
問
地

「
蔵
・
宮
本
家
」
に
着
く
。
酒

造
を
営
む
宮
本
家
の
歴
代
主
人

が
集
め
た
美
術
品
の
数
々
を
ま

の
あ
た
り
に
す
る
。
酒
蔵
を
改

造
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
加

賀
藩
主
前
田
家
伝
来
の
書
棚
や

魯
山
人
の
器
、
若
き
日
の
高
光

一
也
（
洋
画
家
）、
木
村
雨
山

（
加
賀
友
禅
）、
二
代
目
徳
田
八

十
吉
（
陶
芸
）
な
ど
、
当
代
巨

匠
の
作
品
が
並
ん
で
い
る
。
日

本
建
築
の
美
し
さ
と
共
に
、
奥

の
茶
室
や
庭
園
も
一
見
の
価
値

が
あ
る
。

お
昼
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
、
空
腹

感
が
強
ま
っ
た
折
り
、
加
賀
産

業
道
路
に
戻
る
途
中
に
寿
司
割

烹
「
香
魚
亭
」
の
看
板
を
見
つ

け
て
入
店
。
昼
食
時
を
だ
い
ぶ

過
ぎ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
店
内
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

タ
ク
シ
ー
運
転
手
ら
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

メ
ニ
ュ
ー
に
目
を
向
け
味
わ
う

こ
と
で
、
人
気
の
秘
密
が
解
き

明
か
さ
れ
た
。
一
番
高
級
な

「
七
つ
滝
コ
ー
ス
」
を
注
文
し

て
出
て
き
た
も
の
は
、
盛
り
合

わ
せ
寿
司
、
揚
げ
出
し
豆
腐
、

手
打
ち
そ
ば
。
ど
れ
も
こ
れ
も

美
味
に
て
、
し
め
て
千
五
百
円

の
低
料
金
。
食
べ
き
れ
な
い
の

で
は
・
・
・
と
案
ず
る
若
い
杉

野
氏
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
牡

蠣
フ
ラ
イ
を
追
加
注
文
し
た
こ

と
を
後
悔
し
た
が
、
熱
々
の
磯

の
香
り
は
、
満
腹
感
を
麻
痺
さ

せ
た
。

満
足
の
余
韻
を
味
わ
い
な
が

ら
、
あ
が
り
（
お
茶
）
を
す
す

っ
て
い
る
と
、
な
に
や
ら
な
れ

な
れ
し
い
ご
婦
人
が
わ
が
横
に

陣
取
っ
て
「
こ
・
ん
・
に
・

ち
・
わ
」。
ま
っ
た
く
偶
然
の

再
会
の
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
。
な

ん
と
、
わ
が
家
の
近
く
新
竪
町

で
、
亡
き
女
房
ご
ひ
い
き
の
寿

司
屋
の
女
将
が
そ
こ
に
い
た
。

聞
け
ば
数
年
前
、
新
竪
の
店
を

た
た
ん
で
こ
ち
ら
に
開
業
し
大

成
功
を
収
め
た
と
の
こ
と
。
そ

う
い
え
ば
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で

寿
司
を
握
る
ご
子
息
の
顔
に
も

見
覚
え
あ
り
。
玄
関
で
女
将
と

ラ
ブ
ラ
ブ
の
記
念
写
真
を
撮
っ

て
、
香
魚
亭
を
あ
と
に
し
た
。

腹
ご
な
し
を
兼
ね
て
、
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
石
川

動
物
園
を
訪
ね
た
。
ゆ
め
の
吊

り
橋
を
渡
す
広
大
な
人
工
湖

を
、
近
代
化
し
た
各
種
の
動
物

小
屋
と
付
属
施
設
が
取
り
囲
ん

で
い
た
。
そ
れ
ら
の
建
物
は
起

伏
の
激
し
い
遊
歩
道
が
つ
な
い

で
お
り
、
す
べ
て
見
て
回
る
に

は
一
日
が
か
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
あ
る
。
時
間
の
関
係
で
「
ア

シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
た
ち
の
う

み
」
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
丘
」

「
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン
の
森
」「
カ
バ

の
池
」「
ゾ
ウ
の
丘
」「
ア
フ
リ

カ
の
草
原
」「
バ
ー
ド
ス
ト
リ

ー
ト
」
を
見
学
し
た
。
こ
れ
で

三
分
の
一
を
制
覇
し
た
こ
と
に

し
か
な
ら
な
い
。

各
動
物
小
屋
は
運
動
場
に
プ

ー
ル
付
き
の
三
食
（
？
）
昼
寝

付
き
。
襲
わ
れ
る
心
配
な
し
。

建
物
の
中
で
も
外
で
も
過
ご

せ
、
ど
こ
に
い
て
も
見
学
可
能

な
全
天
候
型
の
一
戸
建
て
で
あ

る
。「
わ
が
家
よ
り
も
立
派
で

す
」
と
は
、
杉
野
氏
談
。
わ
が

家
も
同
じ
、
同
感
で
あ
る
。
あ

の
狭
く
て
汚
い
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
に
い
た
動
物
た
ち
は
、
新
天

地
の
暮
ら
し
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
一
瞬
、
戦
争

時
代
の
飼
育
動
物
毒
殺
の
悪
夢

が
甦
る
。
所
詮
、
捕
ら
わ
れ
の

身
、
こ
れ
で
幸
せ
の
は
ず
は
な

い
。「
平
和
ボ
ケ
に
な
る
な
よ
」

と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
と
、
カ

バ
と
象
が
悲
し
そ
う
な
目
を
し

て
振
り
向
い
た
の
は
気
の
せ
い

か
。静

寂
な
山
裾
に
眠
る
「
が
ん

ぶ
ち
」
は
、
湧
水
に
原
始
の
面

影
を
宿
し
て
い
る
。
岩
盤
の
集

積
「
和
気
の
岩
」
は
、
牧
歌
的

風
景
辰
口
の
象
徴
で
あ
り
、
花

の
無
い
桃
源
郷
で
あ
る
。

幽
玄
な
る
「
七
ツ
滝
」
は
、

小
高
い
丘
の
山
懐
に
、
七
筋
の

白
糸
の
よ
う
な
谷
間
の
水
流
で

あ
る
。
小
公
園
の
中
を
潺
々

（
せ
ん
せ
ん
）
と
秘
め
や
か
な

音
色
を
渓
谷
の
し
じ
ま
に
響
か

せ
て
、
小
さ
な
段
差
を
流
れ
る

情
緒
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。
雪

の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
る
透

明
の
美
、春
の
新
緑
と
夏
の
涼
、

秋
の
紅
葉
と
の
フ
ァ
ン
タ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
四

季
折
々
の
変
化
が
楽
し
み
な
場

所
で
あ
る
。
杉
野
氏
と
再
訪
を

約
束
し
帰
路
に
就
く
。
日
暮
れ

は
早
く
、
午
後
五
時
に
帰
宅
し

た
こ
ろ
は
夕
闇
に
包
ま
れ
て
い

た
。

七ツ滝入口あたり。この奥にメインの七ツ滝がある
（20面に勝木先生撮影の写真）

宮本家歴代主人が集めた美術品が並ぶ

酒蔵を改造したギャラリーのある蔵・宮本家

粟
野
　
利
雄 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

辰
口
町
を
ぶ
ら
り 

その8

偶
然
の
再
会
を
味
わ
い 

動
物
園
で
ハ
イ
キ
ン
グ 

途中で休憩しないと回りきれない石川動物園

起伏に富んだ園内にかかるゆめの吊り橋

香魚亭（辰口三ツ口）

これに手打ちそばが付いて1,500円

女将と昔話がはずむ

「平和ボケになるなよ」とゾウを諭す

岩盤の集積「和気の岩」
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や
は
り
、
一
番
必
要
な
の
は

共
存
し
て
い
る
と
い
う
「
こ
こ

ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
、
段
差

が
あ
っ
て
も
周
り
の
人
に
頼
ん

で
上
げ
て
も
ら
う
。
行
き
先
が

分
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
案
内

し
て
も
ら
っ
た
り
、
電
話
が
で

き
な
け
れ
ば
他
の
人
に
か
け
て

も
ら
う
な
ど
、
で
き
な
い
こ
と

は
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
け
ど
、
で
き
る
こ
と
で
助
け

合
う
。
そ
こ
で
、
障
害
が
あ
ろ

う
が
な
か
ろ
う
が
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
自
分
の
で
き

な
い
こ
と
を
お
願
い
す
る
「
勇

気
」、
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
「
優

し
さ
」、
そ
し
て
「
感
謝
」
の

心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
活
動
に
保
険
医
協
会
の

発
行
す
る
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は

大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
し
、

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
か
ら
も

い
ろ
ん
な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
保
険
医
協
会
の
幅
広
い

ご
活
躍
に
い
つ
も
驚
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
私
た
ち
の
活
動
に

も
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
ご

指
導
、
ご
援
助
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

私
た
ち
に
活
動
紹
介
の
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
編
集
部

の
先
生
方
や
事
務
局
の
杉
野
さ

ん
に
も
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

金
沢
ま
で
気
軽
に
外
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
こ
最
近
、「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ち
こ
ち

で
耳
に
し
ま
す
が
、
一
般
的
に

は
段
差
を
な
く
し
て
、
手
す
り

を
付
け
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
す
れ
ば
そ
れ
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
実
際
利
用
す
る
側
か
ら

み
る
と
、
ス
ロ
ー
プ
の
斜
面
が

急
で
あ
っ
た
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
色
が
デ
ザ
イ
ン
を
優
先
す

る
が
た
め
に
床
と
同
じ
色
に
統

一
さ
れ
た
り
と
、
弱
視
者
に
は

と
て
も
危
険
だ
っ
た
り
し
ま

す
。一

方
、
車
の
運
転
が
で
き
な

い
人
た
ち
は
な
か
な
か
遠
出
が

で
き
な
い
の
で
す
が
、
金
沢
に

も
「
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
」
が

登
場
し
、
外
出
の
一
助
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
障
害
を
持

っ
た
人
た
ち
が
乗
降
す
る
際
に

二
〜
三
分
時
間
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
時
に
乗
り
合
わ
せ
た

一
部
の
人
た
ち
が
あ
か
ら
さ
ま

に
不
快
感
を
表
し
た
り
、
口
々

に
文
句
を
言
う
こ
と
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
に
は

負
け
て
は
い
け
な
い
の
で
す

が
、
心
な
い
一
言
が
利
用
を
妨

げ
る
要
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

一
九
九
一
年
に
行
わ
れ
た
全

国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
ほ
ほ
え
み
の
石
川
大
会
」
に

お
い
て
、
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン

通
信
に
よ
り
、
競
技
結
果
や
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
身
障
者
自
ら

が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
役
と
し
て
、

ま
た
、
当
時
パ
ソ
コ
ン
通
信
を

愛
用
し
て
い
た
人
た
ち
が
声
を

か
け
合
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
「
何

か
大
き
な
こ
と
を
や
り
遂
げ

た
」
と
い
う
充
実
感
は
、
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
か
、
大
会
後
も
こ
の
ま
ま
終

わ
る
の
は
忍
び
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
で
何
か
を
や
り
た

い
と
い
う
仲
間
た
ち
が
集
ま
っ

て
で
き
た
の
が
、「
ほ
ほ
え
み

の
会
」
で
す
。

「
ほ
ほ
え
み
の
会
」
第
一
の

目
的
は
、
障
害
の
種
類
や
有
無

に
関
係
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
持
と
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
障

害
者
団
体
と
は
違
っ
て
、
身
体

障
害
者
・
聴
覚
障
害
者
・
視
覚

障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
健
常

者
な
ど
と
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
ほ
え
み
の
会
」
の
活
動

は
、
い
ろ
ん
な
福
祉
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、「
パ

ソ
コ
ン
通
信
講
習
会
」の
開
催
、

自
分
の
経
験
を
発
表
す
る
「
体

験
発
表
会
」
の
開
催
。
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、

ぶ
ど
う
狩
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

忘
年
会
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
に
満
足
に
出
ら
れ
な

い
人
た
ち
に
パ
ソ
コ
ン
通
信

（
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

す
け
ど
）
を
自
宅
へ
行
っ
て
教

え
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら

れ
て
一
九
九
七
年
に
県
が
主
催

し
た
「
第
一
回
石
川
県
地
域
づ

く
り
大
会
」
に
お
い
て
、「
地

域
づ
く
り
大
賞
」
に
選
ば
れ
、

県
知
事
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
偶
然
に
も
当

日
、
保
険
医
協
会
事
務
局
の
杉

野
さ
ん
が
「
学
童
保
育
と
地
域

づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
発
表

で
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
、

そ
れ
以
来
、
親
し
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
は
「
〜
し
て

も
ら
う
」、
障
害
を
持
た
な
い

人
は
「
〜
を
し
て
あ
げ
る
」
と

考
え
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
確
か
に
障
害
を
持
つ

人
は
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
こ
と

を
し
て
も
ら
う
で
し
ょ
う
。
で

も
、
彼
ら
に
も
何
か
を
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

一
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
会

員
に
中
途
障
害
で
半
身
麻
痺
の

車
い
す
の
男
性
が
い
ま
す
。
も

う
一
人
目
の
不
自
由
な
女
性
が

い
ま
す
。
こ
の
二
人
は
、
単
身

で
は
外
出
は
困
難
な
の
で
す

が
、
男
性
が
目
と
な
り
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
で
、
女
性
が
車
い
す
を
押

し
て
足
と
な
る
こ
と
で
、
二
人

が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
し
で
の
外
出
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
七
尾
か
ら

ほ
ほ
え
み
の
会
副
会
長
　
城
下
　
健
一 

● 連 絡 先 ● 

ほ
ほ
え
み
の
会 

で
き
る
こ
と
で
助
け
合
う 

河北郡内灘町ハマナス2丁目64番地 
 （事務局：飯田 方） 
TEL/FAX 076（286）9066 
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障害の有無に関係なく 
コミュニケーションの輪を 

パ
ソ
コ
ン
指
導
や
交
流
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その7

●お申込みは石川県保険医協会まで 
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糖尿病の保険診療1999年 
開業医のためのＱ＆Ａ 
■著　　者 
 東京臨床糖尿病医会副会長　伊藤　眞一 
 日本糖尿病学会学術評議員　近藤　甲斐夫 
■定　　価 3,600円（消費税、送料込） 

■会員特価 2,800円 

開業医の日常診療にすぐ役に立つと好評だった「糖尿病の保険診療、開業医のためのＱ＆Ａ」が 
発刊以降3年間の糖尿病治療の新しい情報も取り入れて全面改訂されました。 

発行　東京保険医協会 
B5版　196頁 

パソコン通信セミナーの打ち合わせをする、ほほえみの会のメンバーたち
（写真左が同会会長であり筆者の奥様の城下由香里さん）

ぶどう刈りを楽しむメンバー

生活体験発表会で「身障者と結婚して」
をテーマに話す城下健一氏

や
は
り
必
要
な
の
は 

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー 

何
か
を
や
り
続
け
た
い 

仲
間
た
ち
が
集
ま
っ
て 
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〝
男
度
胸
〞
で
命
を
張
る
、
仁
義
な
き
戦
い
が
全
国
各
地

に
頻
発
し
た
昭
和
三
十
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
石
川
県

で
も
加
賀
温
泉
郷
を
根
城
と
す
る
組
員
も
多
く
、
そ
の
妻
た

ち
の
分
娩
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
女
房
の
腹
を
切
る
の
を
見
る
の
は
、
俺
ぐ
ら
い
や
ろ
う

な
・
・
・
」

帝
王
切
開
を
す
る
た
め
に
、
手
術
着
の
袖
に
手
を
通
し
て

い
た
私
は
思
わ
ず
振
り
向
い
た
。
顔
に
は
サ
ン
グ
ラ
ス
、
上

半
身
は
裸
で
肩
に
入
れ
墨
の
端
が
見
え
た
。
妊
婦
の
夫
で
あ

っ
た
。
私
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
ノ
ド
ま
で
出
て
き
た
が
、

そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
黙
っ
て
い
た
。

手
術
が
始
ま
っ
た
。
張
り
詰
め
た
白
い
肌
に
、
横
一
直
線

に
メ
ス
が
走
る
。
赤
く
は
じ
け
る
脂
肪
層
。
全
身
麻
酔
薬
が

胎
盤
を
通
り
、
胎
児
に
到
達
す
る
前
に
胎
児
を
取
り
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。

筋
膜
を
開
く
と
ピ
ン
ク
色
の
子
宮
前
壁
が
出
た
。
メ
ス
で

横
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
切
開
を
入
れ
、
両
手
の
示
指
を
入

れ
て
両
肘
を
張
り
、
力
一
杯
上
下
に
裂
い
た
。
胎
児
の
頭
が

出
か
か
る
。
右
手
を
子
宮
の
切
り
口
か
ら
胎
児
の
頭
の
下
に

差
し
込
み
、
起
こ
す
よ
う
に
持
ち
上
げ
る
。
な
か
な
か
出
な

い
。
看
護
婦
に
子
宮
の
後
ろ
を
押
さ
せ
る
。

出
る
、
出
る
、
出
る
、
・
・
・
出
た
。

私
は
両
手
で
胎
児
の
頭
を
は
さ
み
、
臍
帯
を
助
手
に
切
り

や
す
い
よ
う
に
、
高
く
挙
げ
た
。
大
量
の
羊
水
と
血
液
が
、

創
か
ら
患
者
の
左
右
に
溢
れ
出
た
。
胎
児
が
出
て
弛
緩
し
た

子
宮
の
切
開
傷
か
ら
、
エ
ン
ピ
ツ
く
ら
い
の
太
さ
で
血
液
が

噴
出
し
て
い
る
の
が
幾
本
も
あ
る
。
臍
帯
を
早
く
切
ら
せ
、

す
ぐ
に
鉗
子
で
止
め
る
。
す
べ
て
秒
単
位
の
ス
ピ
ー
ド
だ
。

「
バ
タ
ン
」

不
意
に
後
ろ
で
音
が
し
た
。
振
り
向
く
と
誰
か
が
床
に
倒

れ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
あ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
赤

ち
ゃ
ん
の
父
親
が
意
識
を
失
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は３面にあります） 

私の実践からで白番でどうなりま 
すか。 

子
ど
も
も
大
人
も
、
新
鮮
な

気
持
ち
に
な
る
の
が
正
月
。
で

も
、
正
月
っ
て
、
案
外
知
ら
な

い
コ
ト
が
多
い
ん
だ
よ
ね
。

■
正
月

例
え
ば
、
な
ぜ
一
月
を
正
月

と
言
う
の
？
　
「
ウ
ー

ン
・
・
・
」。
ち
ゃ
ん
と
答
え

は
あ
っ
て
、
正
月
の
「
正
」
は

「
中
国
の
暦
法
で
、
一
年
の
基

準
に
な
る
も
の
」（
漢
和
大
字

典
）。
王
朝
が
変
わ
る
と
き
の

新
王
朝
の
暦
が
始
ま
る
基
準
の

こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
き
た
っ
て

ワ
ケ
。

■
大
晦
日
・
除
夜

晦
日
（
み
そ
か
）
は
、
月
の

終
わ
り
の
日
。
大
晦
日
は
一
年

の
最
後
の
晦
日
の
こ
と
。
大
晦

日
の
夜
に
除
夜
の
鐘
を
百
八
回

つ
く
の
は
、
心
を
乱
す
百
八
の

煩
悩
（
ぼ
ん
の
う
）
を
払
っ
て

新
年
を
迎
え
る
た
め
。
煩
悩
を

払
っ
て
真
っ
白
に
し
た
か
ら
、

初
詣
で
煩
悩
に
満
ち
た
願
い
事

が
で
き
る
っ
て
コ
ト
？
・
・
・
。

除
夜
と
は
、「
旧
い
年
が
お

し
退
け
ら
れ
る
（
除
か
れ
る
）

夜
」
と
い
う
意
だ
と
か
。

■
門
松

家
の
前
に
立
て
る
門
松
。
あ

れ
っ
て
何
の
た
め
？
　
あ
れ
は

年
神
様
を
迎
え
る
た
め
の
も
の

で
、「
依
代
」（
よ
り
し
ろ
）
な

ん
だ
っ
て
。
神
様
が
乗
り
移
る

も
の
を
「
依
代
」
と
言
い
、
こ

れ
が
無
い
と
神
様
も
居
場
所
が

な
い
っ
て
ワ
ケ
。

松
を
使
う
の
は
、
年
神
様
を

「
待
つ
」
意
味
か
ら
だ
と
か
。

で
も
、
サ
カ
キ
や
ス
ギ
な
ど
を

使
う
こ
と
も
あ
り
、
神
様
に
は

ど
っ
ち
で
も
い
い
っ
て
こ
と
。

■
し
め
飾
り
・
し
め
縄

「
し
め
飾
り
」
は
、
そ
の
家

が
年
神
様
を
迎
え
る
清
浄
の
場

所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の

も
の
。
エ
ビ
や
ダ
イ
ダ
イ
、
昆

布
な
ど
を
く
く
り
つ
け
た
り
す

る
の
は
、
神
様
へ
の
供
物
（
く

も
つ
）
な
ん
だ
っ
て
。

「
し
め
縄
」
は
神
前
な
ど
で
、

神
聖
な
場
所
と
不
浄
と
の
境
を

示
す
た
め
の
も
の
。「
縄
張
り
」

っ
て
、
こ
こ
か
ら
来
た
の
か
し

ら
？
　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
縄

を
使
う
の
は
、
日
本
人
が
稲
作

（
コ
メ
）
を
大
事
に
し
て
き
た

こ
と
の
証
拠
。
縄
に
下
が
っ
て

い
る
白
い
紙
は
「
紙
し
で
」
と

言
う
ん
だ
っ
て
。（

連
合
通
信
）

今
年
は
診
療
報
酬
改
定
の

年
で
あ
る
。
聞
こ
え
て
く
る

の
は
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か

り
・
・
。
介
護
保
険
も
四
月

か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
。

や
る
こ
と
は
山
積
み
で
あ

る
。
外
は
ま
さ
に
冬
の
木
枯

ら
し
、
で
も
協
会
の
方
は
ご

心
配
な
く
、
み
ん
な
元
気
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。

歯
科
部
は
、
紙
面
に
紹
介

し
て
い
る
通
り
、
そ
れ
こ
そ

平
田
部
長
を
中
心
に
八
面
六

臂
の
活
躍
。
高
松
会
長
、
安

藤
副
会
長
を
始
め
、
重
鎮
の

皆
さ
ん
は
東
奔
西
走
。
協
会

は
「
お
年
寄
り
を
大
事
に
し

な
い
」
と
言
わ
れ
る
所
以
だ

が
、
そ
の
方
が
体
に
い
い
ん

で
す
。
西
田
理
事
は
懇
切
丁

寧
な
保
険
相
談
、好
評
で
す
。

喜
多
理
事
は
介
護
保
険
、
小

川
理
事
は
在
宅
医
療
と

PEG

、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
も
ど

ん
ど
ん
育
っ
て
い
る
。
機
関

紙
部
も
熱
心
な
牛
村
先
生
が

加
わ
り
・
・
・
、
次
期
編
集

長
は
決
ま
り
・
・
・
と
、
ほ

く
そ
え
ん
で
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

（
大
平
）

意
外
と
知
ら
な
い 

　
　
　
正
月
の〝
常
識
〞 

門
松
？ 

し
め
飾
り
？ 

本
シ
リ
ー
ズ
は
あ
と
四

回
、全
六
十
回
で
完
結
す
る
。

引
き
際
を
考
え
、
今
回
は
用

語
の
解
説
を
兼
ね
て
、
藩
政

期
の
医
療
職
制
に
つ
い
て
記

そ
う
。

ま
ず
、
加
賀
金
沢
藩
の
場

合
を
述
べ
る
。
格
構
の
参
考

資
料
に
、
湯
浅
祇
庸
（
や
す

つ
ね
）
『
藩
国
官
職
通
考
』

写
本
、
一
八
一
二
（
文
化
二

年
）
一
九
三
二
（
昭
和
九
年
）

石
川
県
図
書
館
協
会
飜
印
が

あ
る
。
書
名
に
ク
レ
ー
ム
が

つ
き
、
日
置
謙
は
加
藩
職
員

考
と
訂
正
し
た
。
著
者
は
書

物
奉
行
。
ほ
か
に
『
組
分
侍

帳
』
や
『
先
祖
由
緒
帳
』
も

重
要
な
基
本
資
料
で
あ
る
。

医
者
を
大
別
す
る
と
、
勤
務

医
（
今
の
公
務
員
、
お
抱
え

医
者
）
と
開
業
医
が
あ
る
。

勤
務
医
に
は
、
藩
医
（
藩
主

と
そ
の
家
族
、家
臣
を
診
療
）

と
手
医
師
（
千
五
百
石
以
上

の
高
禄
陪
臣
を
診
療
）
に
分

け
ら
れ
る
。
ま
た
藩
医
は
地

元
勤
務
と
江
戸
詰
（
江
戸
定

府
）
が
あ
る
。
藩
医
の
序
列

は
御
医
師
（
本
道
、
内
科
と

も
い
う
）
御
外
科
（
瘍
医
）

御
鍼
医
（
鍼
立
）
御
眼
科
、

御
口
科
（
歯
科
）
御
合
力
米

（
協
力
客
員
）
の
順
で
、
各

科
内
で
は
俸
禄
高
の
順
に
席

が
与
え
ら
れ
た
。
漢
方
医
・

蘭
方
医
・
漢
蘭
折
衷
医
の
区

別
も
あ
っ
た
が
、
序
列
に
は

関
係
が
な
か
っ
た
。
開
業
医

は
町
医
師
と
村
医
師
が
あ
る

が
、
藩
医
も
勤
務
外
は
自
宅

で
庶
民
の
診
療
が
許
さ
れ
て

い
た
。

幕
府
に
は
、
惣
御
医
師

（
典
薬
頭
な
ど
、
宮
中
医
か

ら
任
用
）
御
奥
医
師
（
御
近

習
医
師
・
御
匙
医
師
、
本
道

で
毎
日
登
城
し
て
将
軍
と
奥

向
の
診
療
）
御
奥
詰
医
師

（
御
奥
医
師
の
下
で
診
療
・

調
剤
・
薬
園
の
掛
）
御
番
医

師（
表
御
番
医
師
と
も
い
う
。

殿
中
表
方
の
病
人
を
診
療
、

一
名
づ
つ
当
直
）
寄
合
御
医

師
（
不
時
の
際
の
み
登
城
）

小
普
請
医
師
（
登
城
不
要
、

武
士
や
町
人
を
診
療
）
御
目

見
医
師
（
町
医
の
中
、
成
績

優
秀
で
謁
見
を
許
さ
れ
た
医

師
）
ほ
か
に
御
外
科
・
御
鍼

科
・
御
口
科
（
御
歯
医
師
）

御
眼
科
・
小
児
方
が
あ
る
。

結
び
に
、注
意
す
べ
き
は
、

御
典
医
と
い
う
言
葉
で
あ

る
。
御
典
医
と
は
典
薬
寮
医

官
の
俗
称
で
あ
り
、
正
し
く

は
宮
中
ま
た
は
将
軍
の
医
師

（
ま
れ
に
大
名
の
医
師
を
指

す
こ
と
も
あ
る
）
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
加
賀
藩
医
を
御

典
医
と
い
う
の
は
好
ま
し
く

な
い
。

『藩国官職通考』写本の表紙（コピー）
石川県立図書館蔵
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藩政期の医療職制 

多留　淳文 日本医史学会評議員 金 沢 市 ・ 内 科  （ ） 

――『藩国官職通考』―― 失
　
神

大
石
　
博
司
（
金
沢
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・
産
婦
人
科
）
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